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一
MT Summit Xに 向 け て

一今後の30年 に期待す る もの 一

AAMT会 長 東京大学大学院 教授 辻井 潤一

 翻訳や通訳は、人間にとって難 しいものである。良い翻訳を作るには、2つ の言葉についてのプロであると同

時に、言葉が語る対象についてもプロでなければならない。

 今から20年 以上前になるが、機械翻訳の国家プロジェク トに参加 していた時に、同時通訳の専門家の女性 と

話したことがある。彼女の話では、同時通訳者 として成功するかどうかは、言葉に習熟 していることよりも、話

されている内容を理解する頭の回転の速 さで決まるとのこと、であった。このようなことから、機械翻訳の研究

は、計算機による言葉の処理の研究を超えて、人工知能研究の究極の目標 とされてきた。

 その機械翻訳も、ウェッブ ・サービスに取 り込まれるなど、かなり日常化 してきている。音声翻訳なども、現

場に近い ところで実用化一歩手前の実験が行われている、という報道 もある。ただ、技術に携わってきたものと

して、ちょっと仔細に技術の内容をみると、まだまだ、未熟 さが目に付 く。むしろ、その実現が喧伝されればさ

れるほど、現実 とのギャップが目に付き、やはり、機械翻訳は人工知能研究の究極の目標だったのだと痛感する。

 今年度の 日本国際賞を受賞された長尾先生が中心となられた 日本の研究グループが、世界に先行 した技術開発

を行 った1980年 代、また、1990年 代以降の米国のデータ主導型研究を経て、現在の機械翻訳の技術が達

成 された。ただ、その技術開発の歴史を振 り返ると、言語の意味、その理解といった難題を徹底的に迂回する方

向に進むことで、現在の技術に到達 した、という感 じが強い。言語の意味 ・理解という、捉えがたいものへのロ

マン主義的な熱情を切 り捨てて、言語の表面上の現象のみに集中す る現実主義へと向かうことで、機械翻訳の技

術が発達 した。いわば、人工知能の究極 目標 という、機械翻訳の部分、意味や知識にかかわる部分を切り捨てる

ことで、現在の技術に至ったという逆説がうかがえる。

 しかし、そろそろ、次の飛躍を目指す時期、意味 ・理解をまともに取 り扱 う、いわば、30年 前のロマンを現

実主義が取 り扱える時代になったと思 う。機械翻訳はもはや達成された技術であるとい う、根拠のない幻想から

目覚めて、もう一段高いレベルの機械翻訳のための基盤技術を開発する時代になった。人工知能の究極 目標 とし

ての機械翻訳への次の一歩を目指す、次の30年 が始まる予感がある。

 今 年 は 、 日本 か ら始 ま っ たMTサ ミ ッ ト(機 械 翻 訳 国 際 会議)が10回 目 とい う節 目 を迎 え 、 タ イ の プー ケ ッ

トに お い て9月 に 開 催 され る。 我 々 の 協 会 が ホ ス トす る"MT Summit X"が 次 の30年 の 技 術 開発 にお け る第 一

歩 とな る こ とを 期待 した い。
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第15回 通常総会開催 のご案内

 第15回 アジア太平洋機械翻訳協会通常総会を下記のとお り開催いたしますので、ご案内申し

あげます。

1.日 時

2.会 場

3.議 題

           記

2005年6月14日(火) 13:00～13:45

千 代 田 区 神 田 駿 河 台3-11-5 中 央 大 学 駿 河 台 記 念 館285会 議 室

TEL:03-3292-3111  FAX:03-3219-6190

URL:http://www. chuo‐u. ac. jp/chuo‐u/access/access _suruga. html

第1号 議 案 2004年 度 事 業 報 告(案)

第2号 議 案 2004年 度 決 算 報 告(案)

第3号 議 案 2005年 度 事 業 計 画(案)

第4号 議 案 2005年 度 予 算(案)

第5号 議 案 役 員 選 任(案)

そ の 他 、 会 員 提 案 事 項

通常総会後2004年 度活動報告会及び講演会を開催いたしますので、多数のご参加をお待ち

申しあげてお ります。 講演内容は変更する場合がありますので、予めご承知おき下さい。

行 事

総 会

活動報告会

講 演 会

 講演1.

講 演ll.

講 演 日1.

懇 親 会

内 容

第15回AAMT通 常総 会

当協会各委員会からの2004年 度活動報告:

 技術動向調査委員会、市場動向調査委員会、

 ネッ トワーク翻訳研究会、インターネットWG

"M
aking Information Universally Accessible"

Senior Research Scientist, Google, lnc. Mehran Sahami氏

「機 械 翻 訳 技 術 の 本 格 的 実 用 化 に 向 け た コー パ ス 活 用 」

(株)富 士 通 研 究 所lTメ デ ィァ研 究 所 主 管 研 究 員 潮 田 明 氏

「日本 国 際 賞 を 受 賞 して 」

(独)情 報 通 信 研 究 機 構 理 事 長/元AAMT会 長  長 尾 真 氏

中大駿河台記念館1F 「プリオール」

立食パーティ形式 参加費5千 円

時 間

13:00^-13:45

14:00^-15:30

15:45^-17:20

17:30^-19:30

会場 までの交通機 関の ご案 内:

 JR「 御茶 ノ水駅」(聖 橋 出 口)徒歩3分 東京 メ トロ:千 代 田線 「新御茶 ノ水駅」、

 丸 の内線 「淡路 町駅 」、都営地 下鉄新宿線 「小川 町駅 」 より徒歩4分

【お 問 合 せ 】 ア ジ ア 太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会AAMT事 務 局

     TEL:03-3518-6418 Email secretariat@aamt.info
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【AAMT役 員 一 覧 ノAAMT Board Members】

● 会 長

 President

辻 井 潤 一(東 京 大 学 大 学 院 教 授)

Jun-ichi Tsujii(Professor, University of Tokyo)

● 副 会 長    小 谷 泰 造(株 式 会 社 イ ン ター グ ル ー プ 代 表 取 締 役 社 長)

 Vioe Pregclent  Taizo Kotani(President, Inter Group Corporation)

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

  Director

● 監 事
 Auditor

● 監 事
 Auditor

長 尾 眞(独 立 行 政 法 人 情 報 通 信 研 究 機 構(NICT)理 事 長)

Makoto Nagao(President, National Institute of Information and

Communications Technology)

田 中 穂 積(中 京 大 学 教 授)

Hozumi Tanaka(Professor, Chukyo University)

石 崎 俊(慶 磨 義 塾 大 学 教 授)

Shun Ishizaki(Professor, Keio University)

横 山 晶 一(山 形 大 学 教 授)

Shoichi Yokoyama(Professor, Yamagata University)

飯 田 仁(東 京 工 科 大 学 教 授)

Hitoshi Iida(Professor, Tokyo University of Technology)

坂 本 義 行(筑 波 女 子 大 学 教 授)(新)2005年6月14日 就 任

Yoshiyuki Sakamoto(Professor, Tsukuba Women's University)

井 佐 原 均(独 立 行 政 法 人 情 報 通 信 研 究 機 構(NICT)自 然 言 語 グ ル ー プ リー ダ ー)

Hitoshi Isahara(Group Leader, Computational Linguistics Group, NICT)

崔 杞 鮮(韓 国KAIST教 授)

Key-Sun Choi(Professor, Korea Advanced Institute of Science and Technology)

ソ ン ラ ー ト ラ ム ワ ー ニ ッチ ・ウ ィ ラ ッ ト(タ イ 自 然 言 語 ラ ボ ラ ト リー(TCL)デ ィ レ ク タ ー)

Virach Sornlertlamvanich(Director, Thai Computational Linguistics Laboratory)

河 村 進 介(東 芝 ソ リュ ー シ ョ ン 株 式 会 社 取 締 役 社 長)

Shinsuke Kawamura(President&CEO, Toshiba Solutions Corporation)

伊 東 千 秋(富 士 通 株 式 会 社 取 締 役 専 務!経 営 執 行 役 専 務)

Chiaki Itoh(Member of the Board/Corporate Executive VP, Fujitsu Ltd.)

鷲 塚 諌(シ ャ ー プ 株 式 会 社 顧 問)

Isamu Washizuka(Adviser, Sharp Corporation)

高 島 洋 典(日 本 電 気 株 式 会 社 ソ リ ュ ー シ ョ ン 開 発 研 究 本 部 シ ス テ ム 基 盤

ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 本 部 本 部 長)

Yosuke Takashima(General Manager, System Platform Software

Development Div., Solution Development Laboratories, NEC Corporation)

篠 本 学(株 式 会 社 日立 製 作 所 執 行 役 常 務)

Manabu Shinomoto(Corporate Officer, Hitachi, Ltd.)

杉 本 晴 重(沖 電 気 工 業 株 式 会 社 常 務 取 締 役)

Harushige Sugimoto(Senior Vice President, Oki Electric Industry Co., Ltd.)

吹 課 正 憲(社 団 法 人 電 子 情 報 技 術 産 業 協 会(JEITA)専 務 理 事)

Masanori Fukiwake(President, Japan Electronics and Information

Technology Industries Association)

小 笠 原 一 晃(社 団 法 人 電 子 情 報 技 術 産 業 協 会 常 務 理 事)

Kazuaki Ogasawara(Executive Vice President, JEITA)

勝 田 美 保 子(株 式 会 社 十 印 会 長)

Mihoko Katsuta(CEO, Toin Corporation)
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一

         『第21回日本国際賞受賞記念講演会』参加報告

株式会社ナビックス 村上 嘉陽

 このたび長尾眞独立行政法人情報通信研究機構

理事長(前 京大総長、AAMT初 代会長)が 、日本

発のノーベル賞とも言われる第21回 日本国際賞

(ジャパン・プライズ)を 受賞された。今回は情報 ・

メデ ィア技術 と細胞生物学の二分野を対象に選考

され、細胞生物学分野では理化学研究所の竹市雅俊

博士と米国 ・バーナム研究所のルースラーティ博士

の同時受賞となったが、情報 ・メディア技術分野で

は長尾博士の単独受賞となった。

 去る4月19日 に東京 ・大手町の経団連会館で財

団法人国際科学技術財団主催の三博士による受賞

記念講演会が開催 されたので、以下にその模様をご

報告する。

 当日は最初に長尾博士が登壇され、約1時 間にわ

たって受賞講演をされた。自然言語処理及び画像の

知的処理に対する先駆的貢献が受賞理由とい うこ

ともあ り、博士は画像処理、機械翻訳、そ して電子

図書館システムに関して順にお話をされた。

 まず画像処理では人の顔 写真の解析に関 して研

究をしたこと、そしてそれが単純な解析では間違い

ばかりで対応できなかったこと、その結果認識に失

敗 した部分(例 えば口)の 近くにある他の部分(例

えば鼻)の 認識をや り直 し、再度失敗個所の認識を

行 うと、顔の認識精度が大幅に向上 したことなどが

取 り上げられた。そして人の顔写真とは別に航空写

真の解析にも触れ、航空写真の場合には色や形だけ

ではなく、「自動車は道の上にある」などの諸条件

が矛盾なく認識されるべ く、AI研 究で行われてい

た黒板モデルを画像認識に導入 して成功 した事例

などが紹介された。

 後半は機械翻訳へと話題を移 し、まずは1982年

に始まった科学技術論文の抄録翻訳システムの研

究開発の話を皮切 りに、そのシステムの限界などに

体 や 登 録 され て い る 文 法 な ど を 改 良 して 現 在 で も

使 用 中 との こ とだ が 、例 外 的 な 表 現 へ の 対 応 と して

文 法規 則 を都 度 書 い て い か な けれ ば な らな い こ と 、

さ ら に 意 味 素 の 数 を大 幅 に 増 や さ な け れ ば 微 妙 な

表 現 を うま く翻 訳 で き な い こ とな どの 諸 課 題 が 示

され 、アナ ロジー に基 づ い た 翻 訳 方 式(今 日世 界 中

で 「用 例 翻 訳 」 と呼 ば れ て い る 方 式)へ と発 展 した

経 緯 が紹 介 され た。

 す な わ ち長 尾 博 士 は 、人 が翻 訳 を す る場 合 に類 似

表 現 をベ ー ス に した 「な ぞ り翻 訳 」 を行 って い る こ

と に着 目 し、 な ぞ り翻 訳 の方 式 を1981年 に考 案 さ

れ 、これ を 「ア ナ ロジ ー に 基づ い た 翻 訳 」 と名 付 け

られ た わ け だ が 、 「な ぞ り翻 訳 」 の 事 例 と して は 、

「ム は壁茎 を食 べ る。(Aman eats幽 .)」

「毯 は ポテ トを食 べ る。(旦 旦eats幽 .)」

「残 念 な が ら明 日は行 け ませ ん 。

  (To my regret, I Cal1't gO血rΩ 皿.)」

「残 念 な が ら昨 日は行 け ませ ん で した 。

  (To my regret, I couldn't go vesterday.)J

な どが 示 され 、 同時 に この 方 式 が 今 日 「用 例 翻 訳 」

と呼 ば れ て い る もの で あ る こ とな どにも言及された

 ま た マ ス タ ー と して の 対 訳 文 か らア ナ ロ ジ ー に

よ る シ ステ ム を研 究 す る活 動 の 一 環 と して 、次 の よ

う な コ ンテ ク ス トに よ る訳 し分 け の 事 例 も紹 介 さ

れ た。

 Acid eats metal.

 (酸 は 金 属 を食 坐 。 → 酸 は金 属 を侵 す 。)」

 この よ うに翻 訳 シ ス テ ム に正 し い 語 を登 録 して

い け ば 、構 造 的 に 原 文 と訳 文 が 対 応 して い な くて も

翻 訳 上 は 大 して 支 障 が な い こ とな ど も示 され る 一

方 で 、 「Heisaboy.が 「ヘ リ ウム は 少 年 で す 。」

と訳 され た失 敗 談 な ど も披 露 され 、会 場 の 笑 い を誘

った 。
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 電子図書館システムは、言わばこうした画像処理

か ら自然言語処理 までの長尾博士の諸研究を総合

するものとして位置付けられ、現在あちこちで利用

されているものであることが紹介 された。そ して最

後は辻井潤一東大大学院教授 ・AAMT会 長を始め

とした関係者への謝辞を述べ られ、盛大な拍手の中

を降壇 された。

 長尾博士は、「人間の頭脳活動に ヒン トを得 て

種々の研究を行って来た」そうである。機械翻訳以

外の分野でも実際に博士がスライ ドで示 される事

項が個人的には大変興味深く且つ印象的だったが、

それは博士が指摘 される通 り、多岐にわたる諸課題

を解決するためには、人間の脳 と比較対照するアプ

ローチが とても重要であることに他な らないか ら

ではないか とい う気がしている。

 これか らは技術が人間に近付いてくる時代であ

るがゆえに、願わくば人間が個々の技術を喜んで受

け入れたいものである。 もしそ うなるのであれば、

技術自体の価値もまた高まるものと思われる。

 今回の長尾博士のご講演から、私は少なからず近

未来への期待感を抱くことができた。それは人と

人、人とモノ、モノとモノが相互に自由で協調的な

コミュニケーションを図ることができる日の到来

である。そ してそのためには博1の ような長きにわ

たる地道な努力が不可欠であるように思 う。

 最後に一聴講者として、大変有意義なひとときを

お与え下さった長尾博士に対 し、受賞のお祝いとと

もに心からの感謝を申し上げたい。そ して是非とも

更なる機会をお与え頂き、またご教授願いたいもの

だと考える次第である。

・」

   .     し

欝.1㌦ 勧脇

顎 駄 ←

騨 ㍉き

遂臨 騰『 妻

一 走,

欝
_藩 講
 ξ

砲島 吻
欝
讐

締 貯

縄

L
._.瀟 麟 蕪

   き蕪 毒幅、  ,  1
       ㌦ズ ーT・ 轡

     e 一 直..、

郵  身 ㍉
蟹 ハ  ll塁 、
写真 提 供 財 団 法 人 国 際 科 学技 術財 団(THE SCIENCE AND TECHNOLOGY FOUNDATION OF JAPAN)

URL:http:〃www.japanprize.jp
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一
機械翻訳技術の本格的実用化に向けたコーパス活用

株式会社富士通研究所 ITメ ディア研究所主幹研究員 潮田 明

 我が国における商用機械翻訳システムの開発が本

格的に開始されてから四半世紀が経ち、Web翻 訳をは

じめとする 「読むため」の翻訳ツールとしての役割は

一般に認知されるようになってきた。 しか し、商用機

械翻訳システム開発の当初の目的であった産業翻訳に

おける利用、すなわち 「書くため」の翻訳ツールとし

ては、翻訳の現場ではまだ十分に役割を果た している

とは言えない。翻訳の精度が十分でないため、機械翻

訳結果を手直しするよりもは じめから手で翻訳 した方

が速いというのが最大の要因であるが、それ以外にも、

メーカー側の偏った姿勢、たとえば 「完全 自動翻訳が

当た り前で、翻訳の前処理や後処理などの煩わ しい処

理はユーザが独 自に工夫 して行って欲 しい」 という機

械中心の考え方なども長い間翻訳家に受け入れ られず

に来た大きな要因であると考えられる。

 一方で、近年活発化 してきた大規模 コーパスの開発

と計算機パワーの飛躍的向上により、既存の翻訳デー

タを活用 した翻訳作業の効率化が有望視 されるように

なってきた。究極的には大量の翻訳用例を活用 した高

精度 自動翻訳が期待 され るが、現状の機械翻訳の技術

レベルでも実用上メ リッ トが望める応用分野として、

大量の翻訳用例を利用した 「翻訳支援」の枠組みが挙

げられる。

 6月14日 の本講演では、機械翻訳技術の本格的実用

化に向けたコーパス活用の取 り組みの例として、機械

翻訳と用例検索を統合させた翻訳支援技術の開発状況、

および従来のルールベース翻訳とコーパスを活用 した

用例翻訳 ・統計翻訳とを組合せたハイブ リッド翻訳の

展望について述べる。

講師:潮 田 明(ウシオダ アキラ)

(株)富 士通研究所 ITメ ディア研究所 主管研究員

1983年 東 京 大 学 理 学 部 物理 学科 卒 業,同 年(株)富 士

通 研 究所 入 社.光 デ ィ ス ク用 記 録 媒 体 の研 究 に 従 事.

1986-1988年MIT大 学 院 に て 薄 膜磁 気 光 学 効 果 の研 究.

光 ニ ュ ー ラル ネ ッ トワー ク 用 空 間光 変調 器 の 研 究 を き

っ か け に 人 工 知能 、 と りわ け 自然 言 語 処 理 に 興 味 を持

つ.1988年M.Sc.199H994年 カー ネ ギ ー ・メ ロ ン大

学 大 学院 に て 統 計 自然 言語 処 理 の研 究 に従 事.1995年

ATR研 究員.1996年 よ り富 士 通研 究所 に て 統 計 自然 言

語 処 理 技 術 の機 械 翻 訳 へ の 適 用 を 目指 した研 究 に従 事.

2003年 知 能 シ ステ ム 研 究 部 部 長.SEの 生 産性 向上 の た

め の 大 規模 ナ レッ ジマ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の 開 発 を行

う.2004年 よ り現 職. Ph. D.(計 算 機 科 学).
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拡大する多種少量の企業内翻訳需要

す ぐに翻 訳 したい 、でも社 外 に出 せ ない!

・英語 で電子メール

・突然の英語によるプレゼン準 備

漕企叢内⑳翻譲 驚導部 門

q
口

利用者

読 む(自 分 で理 解する〉ための翻 訳

轟 講 雛 鐸 ませる)ための

   一口  大量言語
       T一 タ

  Linux/Windows
  翻訳支援サービス

灘
All Rights Reserved. CopyrightO2005 Fujitsu Labs. Ltd

ハイブリッド翻 訳 に向 けて

ルールベース+用 例ベース+統 計べ一ス

・3者 の長 所を組合 わ せる

一 ルー ルベース:汎 化 容 易性 、可 塑性(細 か い細

  工が可 能)、信 頼性(市 場 での 実績 等)
一 用例 ベース:仕 組 み が透 明 、知識 蓄積 が容 易 、

  量 的拡 大 が質 的 向上 に直結 、分 野 ごとのチュー

  ニングが 容 易 、etc.
一統 計 べ一ス:コ ア部 分 は言 語 非依 存(言 語知 識

  不 要)、 定量 的処理可 能 、対訳 が あれ ば人手 コ

  ストはミニマム

          All Rights Reserved. CopyrightO2005 Fujitsu Labs. Ltd
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一
     欧州特許庁、 コペンハーゲン研究機関の視察報告お よび

日独 自然言語処理 ワークショップ参加報告

        諏訪東京理科大学 江原 暉将

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所 柏岡 秀紀

 沖電気工業株式会社 研究開発本部 下畑 さより

   株式会社 東芝 研究開発センター 熊野 明

 AAMT/Japio特 許 翻 訳 研 究 会 で は 、 ヨー ロ ッパ に

お け る特 許 に関 す る機 械 翻 訳 の 技 術 と、自然 言 語 処

理 技 術 の 調 査 の た め 、2005年2月21日 か ら25日

ま で 、オ ラ ン ダ 、デ ン マ ー ク 、ドイ ツ を訪 れ た 。AAMT

か らの 参 加 者 は 、報 告者4名 と辻 井 潤 一 委 員 長 の計

5名 で あ る。視 察箇 所 、参 加 会 議 は 次 の 通 りで あ る。

2月21日 欧 州 特許 庁(オ ラ ン ダ ・ハ ー グ)

2月22日 コペ ン ハ ー ゲ ン 大 学CST、 Lingtech社 、

     Zacco社(デ ン マー ク ・コペ ンハ ー ゲ ン)

2月23・24日 日独 自然 言 語 ワー ク シ ョ ップ2005

         (ド イ ツ ・ ドレス デ ン)

 な お23・24日 の ワー ク シ ョ ップ には 、 中川 裕 志

委 員 、梶 博 行 委 員 も参 加 した。以 下 、順 に報 告 す る。

1. 欧州特許庁視察報告

 欧 州 特 許 庁(European Patent Office、 以 下EPO)

で は 、 日本 の 特 許 庁(Japan Patent Office、 以 下

JPO)が 公 開 して い るIPDL(特 許 電 子 図 書館)で の 日

本語 明細 書 の 日英 翻 訳 サ ー ビス の他 、米 国 特 許 商 標

庁(United States Patent and Trademark Office、

以 下USPTO)と の 三極 で の 情 報 交換 を 目的 に2004年

10月 か ら公 開 され た包 袋 情 報(審 査経 過 や 補 正 手続

き な どの 過 程)の 日英 翻 訳 サ ー ビ ス を利 用 して い

る。 これ に加 えて 、EPO独 自で も機 械 翻 訳 を利 用 し

たサ ー ビス を 利 用 して い る。EPC(欧 州 特 許 条約)加

盟 国 で は 、各 国 で の 単独 の特 許 出願 で は な く、

EP(European Patent)と して の 出 願 が 行 わ れ て お

り、言語 を跨 った 問 題 を避 け る こ とが で きな い 環 境

に あ る。 今 回 、 日本 特 許 情 報 機 構(Japio)か ら紹 介

を頂 い て 、2月21日 にオ ラ ン ダ ・ハ ー グの 事 務 所

を訪 問 した 。

 ハ ー グは 、オ ラ ン ダの 首 都 ア ム ス テ ル ダム の 南 西

約50キ ロに位 置 す る都 市 で あ る。 ア ム ステ ル ダ ム

か ら電 車 で 約50分 。 小 雪 が ち らつ く中 、 ハ ー グ 中

央 駅 か らタ クシ ー で 向 か った 。

 当 日対 応 して くだ さっ た の は 、EPOで の機 械 翻 訳

プ ロ ジ ェ ク トの リー ダ ーDr. Enrique Filloy氏 他 、

WIPO(World Intellectual Property Organization=

世 界 知 的 所 有 権 機 関)か らの 参加 者 も含 め た11名

で あ った 。

1.1AAMTか らEPOへ 技 術 紹 介

 最 初 にAAMT/Japio特 許 翻 訳 研 究 会 の構 成 や 目的

を 辻 井 委 員 長 か ら 説 明 し た あ と 、Machine

Translation and Dictionary Resources in Japio

と題 した プ レゼ ン テー シ ョン を 熊 野 が 行 った 。この

中 で は 、 以 下 の説 明 を行 っ た。

● 日本語 特許 の 自動 英 訳 サ ー ビス を 含 め たIPDL全

 体 で は 、一 か 月 に約500万 件 の ア クセ ス が あ る。

●EPO、 USPTOの 審 査 官 の た め に 、審 査 経 過 の 翻 訳

 サ ー ビスAIPNを 昨年10月 に 開始 した 。

● 自動 翻 訳 の 要 求 は 、IPDL、 AIPN合 わせ て 、 一 か

 月 で3,000～5,000件 で あ る。
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●特許抄録(年 間約35万 件)の英訳(PAJ)を 行って

 いるが、機械翻訳を利用してサポー トする環境を

 構築 して運用をは じめたところ。

●PAJ作 成のために毎月約1万 語 を辞書登録する

 が、特許分類を利用 して3段 階に階層化 してい

 る。

 専門用語辞書を1つ にまとめるのではなく、3段

階に階層化 して機械翻訳に利用 している点に関 し

て、EPOか ら質問があった。分野に応 じて適切な訳

語が優先される利点を説明して理解 してもらった。

あ る。 現在 は 、 翻 訳 した い テ キ ス トを コ ピー&ペ ー

ス トして 翻 訳 サ ー ビ スに 入 力 して 、訳 文 を 参 照 して

い る。

 現在 利 用 して い るSYSTRANの 採 用 理 由は 、多 言 語

シ ス テ ム で あ りかつ 、 これ ま で に もgoogleな どで

運 用 実績 が あ る た め で あ る。今 年 中 には 他 の 翻 訳 シ

ス テ ム も評 価 して、どのエ ン ジ ンを 本 格 採 用 す る か

決 め る予 定 ら しい 。

1.3 EPOで の機械翻訳技術 ・専門用語辞書に関す

  る意識

1.2 EPOで の 機 械 翻 訳 利 用 の現 状

 続 い て 、Filloy氏 に よ る 、 European Machine

Translation Programmeと 題 した プ レゼ ン テ ー シ ョ

ン が あ っ た 。 要 点 は 以 下 の 通 り。

●EPO内 審 査 官 向 け に 、 Webペ ー ジ 上 の イ ン タ フ ェ

 ー ス を使 っ た機 械 翻 訳 サ ー ビス を 運 用 して い る。

● 翻 訳 方 向 は 、英 語 か ら ドイ ツ語 、 フ ラ ンス 語 、 ス

 ペ イ ン語 、 お よ びそ の逆 方 向。

●他 言 語 の 特 許 情 報 を検 索 す る際 に 、短 時 間 で 概 略

 を 把握 す るた め に利 用 してい る。

●使 われ て い る シ ステ ムは 、SYSTRANのWebServer

 4.2で 、Web上 の テ キ ス トボ ッ クス に原 文 をpaste

 して 、翻 訳 ボ タ ン を押 す と、訳 文 が表 示 され る簡

 単 なイ ン タ フ ェ ー ス 。

● 英 独 翻 訳 に 比べ て 、英 仏 翻 訳 の ほ うが 高 精 度 で あ

 る。英 語 と フ ラ ン ス語 は曖 昧 な 表 現 をそ の ま ま曖

 昧 に表 現 で き る か らで あ る。

● 文 法 よ り用 語 辞 書(terminology)の 評 価 が 高 い。

● 専 門 用 語 辞 書 の構 築 の た め に特 許 の 対 訳 テ キ ス

 トを収 集 し、 用 語 のalignment作 業 を行 っ て い

 る。

●"characterized by"な ど 、特 許 文 書 特 有 の 語 句

 (patent jargon)の 知 識 や 、特 許 文 特 有 の表 現 に

 応 じた 文 法 が 必 要 で あ る。

 EP内 の特許は各国の言語で出願 されるため、他

国でその内容を参照 しようとすると翻訳が必須で

 EPO加 盟国の間では、特許明細書の本文はどの言

語でもよいが、クレーム部分は、英 ・仏 ・独の3ヶ

国語に翻訳される。この3言 語対訳コーパスは、情

報公開のために作られたものだが、機械翻訳を考え

る上では、機械翻訳用専門用語辞書構築に有用であ

るので、そこから専門用語の対訳知識を抽出しよう

と考えている。

 会議参加者の中では、機械翻訳用の専門用語辞書

の構築に関する関心が高かった。特に複数の審査官

からは、質のよい用語辞書の必要性が強調された。

EPOか らの参加者には、審査官であると同時に、用

語辞書のチェックを行っている人もいたほ どであ

る。辞書作成の過程では特に、特許文書に記述 され

ているどの範囲を用語辞書に登録すべきかが問題

となるケースが多いらしい。英語の例では、名詞連

続だけか、直後の前置詞句 も含めるか、もっと広い

範囲を用語ととらえるか、のよ うな問題である。こ

れは、Japioで 構築 している用語辞書と全く同 じ問

題である。EPOで も、現実には個々のケースに依存

し、一定の基準を作成するのは困難であると考えて

いるが、何かよい基準がないか模索している。

 特許の翻訳には、IPCに よる用語の分類は参考に

はなるが、必ず しもそのままでは使えない。IPC分

類は5年 ごとに改訂されているが、最新の技術に対

応 していない場合もあるので、ナノテクやバイオ技

術などでは、現在は適切な分類がないことが問題で

ある。
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 そ の他 、ヨー ロ ッパ 各 国 間 で の 機械 翻 訳 に 関す る

議 論 で は 、 以 下 の よ うな議 論 も行 っ た。

 特 許 文 書 の翻 訳 に は 、rule-basedシ ス テ ム だ け

で は な く 、statistic-basedシ ステ ム が 必 要 で あ る。

審 査 経 過 な ど 、定型 の長 い表 現 が 含 ま れ る文 書 に対

して は 、 翻 訳 メモ リの 利 用 が 有 効 で あ る。

1.4 JPOの サ ー ビス に対 す る意 見

 JPOが 公 開 して い るIPDLの 日本 語 特 許 英 訳 サー

ビス や 、JPO, USPTOと 共 同 で審 査 経 過 な どの 翻 訳

サ ー ビス を運 用 して い る三 極 プ ロ ジ ェ ク トに 関 し

て は 以 下 の よ うな 意 見 が 述 べ られ 、議 論 を行 った 。

 500人(全 体 の 約10%)ほ どの 審 査 官 が 利 用 して い

る。自分 の 国語 で の キー ワー ドに よ って 関 連 特 許 を

検 索 で き るの が 一 番 の 利 点 で あ る。翻 訳 結 果 に対 し

て満 足 度 の 高 い 分 野 は 、1.Vehicles and General

Technology,  2.  Mechanical  Engineering,  3.

Electronics。 これ らの 分 野 で は 、技 術 の 歴 史 が長

く、特 許 文 書 中 の用 語 の セ ッ トが 安 定 して い る と思

われ る。ま た 、方 法 特 許 が 多 く、文 の 構 成 が 比 較 的

明確 で あ る。 これ に対 して 、バ イ オ 技 術 な どで は満

足度 が 低 い。 この 理 由 と して 、2点 が 考 え られ る。

第 一 に 、技 術 分 野 自体 が新 しく 、毎 日の よ うに 新 し

い用 語 が 生 ま れ るた め 、既 存 の 辞 書 で は 適 切 な 訳 語

が 出 力 で きな い こ と。第 二 に、方 法や 手順 を述 べ る

もの で は な く、物 質 や 分 子 の 構 造 を記 述 す る文 が 多

く、機 械 処理 が 困 難 な もの が 多 い こ と。

 日本 語 の 特 許 に 関 す る翻 訳 サ ー ビス は 、全般 的 に

は有 用 で あ る と評 価 され て い る が 、1993年 以 前 の

特 許 は テ キ ス トデ ー タ で な く、イ メ ー ジデ ー タの た

め 、機 械 翻 訳 で き ない 点 が 指 摘 され た 。テ キ ス トデ

ー タ化 な ど
、JPO、 Japioで の今 後 の 対 応 が期 待 さ

れ て い る。

1.5 ま と め

 EPOで は 、2つ の観 点 か ら機 械 翻 訳 を活 用 し よ う

と して い る。そ の 一 つ は 、 ヨー ロ ッパ 各 国 間 の特 許

情 報 の 利 用 に 関す る もの で あ る。EPO加 盟 の各 国 は

それぞれの言語で記述した特許を出願する。これを

EPと して同質に扱 うためには、機械翻訳の利用は

避けられないと考えているようである。ここで最も

重要と考えているのが、専門用語の多言語データベ

ースである。専門用語データベースに関する関心は

非常に強く感 じられた。

 もう一つは日本語特許情報へのアクセスである。

機械翻訳による情報アクセスの有効性は疑 う余地

がないが、サーバへのアクセスが集中することがあ

るらしく、多くのユーザが、サーバダウンや、ユー

ザ数制限の理由によって利用できなかった経験を

持っている。日本国内のサーバ体制を強化する必要

があると感 じた。

2. コペンハーゲン研究機関視察報告

 Copenhagenで は 、Univ. of Copenhagenの

CST(Center for Language Technology)、 翻 訳 会 社

Lingtech社 、 知 的 財 産 権 コ ン サ ル タ ン ト業Zacco

社 を 訪 問 し た 。

2,1Univ. Copenhagen CST訪 問

 初 め に 、Bente Maegaard教 授 よ りCSTの 紹 介 が

あ っ た あ と、CSTか ら2名 、AAMT/Japio特 許 翻 訳 研

究 会 か ら4名 の研 究発 表 を 行 っ た 。

2.1、1CSTか ら の 発 表

・"CST‐ Center for Sprogteknologi (Center for

 Language   Technology),   University   of

 Copenhagen" Bente Maegaard

 CSTは 、独 立 した政 府 の研 究機 関 で あ っ た が2004

年1月 よ りUniv. of Copenhagenの 一 部 と して 自然

言語 処 理 の研 究 を行 っ て い る。現 在 は 、大 学 機 関の

一部 と して講 義 を受 け持 つ 傍 ら
、外 部 組 織 との 共 同

研 究 を行 うな ど 、外 部 か らの 資 金 獲 得 も活 発 で あ

る。基 礎 的 な研 究 か らア プ リケ ー シ ョン まで 、幅 広

く 自然 言 語 処 理 の 研 究 開 発 に取 り組 ん で い る。

・"The Patrans system‐from research prototype
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 to production MT system" Claus Povlsen

 PaTransは 、英 語 か らデ ンマ ー ク語 へ の機 械 翻 訳

シ ステ ム で あ る。基 本 的 に はEurotraの シ ス テ ム を

ベ ー ス とす る トラ ン ス フ ァー 方式 で あ るが 、か な り

特 許 用 の チ ュー ニ ン グ を行 っ て い る。 周 辺 ツー ル

も、用 語 抽 出 機 能 や プ リエ デ ィ ッ ト・ポ ス トエ デ ィ

ッ ト機 能 な ど、実 際 の翻 訳 工程 を意 識 した もの に な

っ て い る。93年 よ りLingtechに 提 供 し、 フ ィー ド

バ ック を 得 な が ら開 発 を 続 け て い る。

●"Statistical  Dependency-Based  MT  (SDMT)"

 Matthias Trautner Kromann

 SDMTはUniv. of CopenhagenのDepartment of

Computational LinguisticsとCSTと の ジ ョイ ン ト

プ ロ ジ ェ ク ト(2004-2007)で あ る。 タ グ付 け され た

デ ン マ ー ク 語 と英 語 の ツ リー バ ン ク か ら依 存 構 造

を 導 出(induce)し 、ル ール を構 築 す る。シ ステ ム は 、

単 言 語 の テ キス トか ら規 則 を学 習 す る フ ェイ ズ と、

2言 語 の 対 訳 テ キ ス トか ら変 換 規 則 を学 習 す るフ ェ

イ ズ とに 分 か れ て い る。

 単 言語 の テ キ ス トを用 い る フェ イ ズ で は 、人 手 で

作成 した 文 法 に 、ユ ー ザ が 提 供 す る ツ リー バ ン ク か

ら導 出 した 規 則 を 追加 し学 習 す る 。ユ ー ザ が ツ リー

バ ン ク を 増 強 す る と、 文 法 も補 強 され る こ と に な

る。

 2言 語 の 対 訳 テ キ ス トを 用 い る フ ェ イ ズ と し て

は 、現 在 、discontinuous grammarに 基 づ く 、単 語

対 応 の つ い た デ ンマ ー ク 語 一英 語 の ツ リー バ ン ク

を構 築 中 で あ る。SDMTで は 、 こ の ツ リー バ ン ク か

らHierarchical Partition Models(HPMs)を 用 い て

smoothed probability distributionを 計 算 し、 文

法 規 則 を獲 得 して い く。2言 語 対 訳 テ キ ス トの ツ リ

ー バ ン クは2005年 秋 に 完成 予 定 で あ る
。

2.1.2AAMT/Japio特 許 翻 訳 研 究 会 か らの発 表

 辻 井 委 員 長 よ りAAMT/Japio特 許 翻 訳 研 究会 の紹

介 が あ っ た 後 、 各 メ ンバ ー よ り以 下 の 発 表 を行 っ

た。

柏 岡 :"Long Sentence Alignment based on

    sentence segmentation"

貢貨里予:" User-customization of TW selection by

   using monolingual corpus"

江 原:"Relation among Word Order Parameters

   Analyzed by Multi‐Dimensional Scaling"

下 畑:"Finding Bilingual Terminology from

    Japanese‐English Patent Corpora"

2.2Lingtech訪 問

 Lingtechは 特 許 や 技 術 文 書 の 翻 訳 を行 って い る

翻 訳 会 社 で あ る。CSTと は90年 代 初 頭 か らの 開 発

パ ー トナ ー で あ り、93年 よ りPaTransを 実 際 の 翻

訳 業務 で運 用 して い る。

 Lingtechで は 専 任 のtranslation managerが

PaTransを 用 いて 化 学 、機 械 関 係 の 特 許 の 翻 訳 を行

い 、そ の 結果 を翻 訳者 が ポ ス トエ デ ィ ッ トして完 成

させ て い る。 翻 訳 者 とはnetworkを 介 してや り取

りを行 う。

翻 訳 工程 は以 下 の 通 り。

 stepl 電 子 化 テ キ ス トの タ グ修 正

 step2 プ リエ デ ィ ッ ト、辞 書 登 録

 step3 機 械 翻 訳 、 ポ ス トエ デ ィ ッ ト

 step4 翻 訳 者 に よ る校 正

 文 書 読 み 込 み か ら辞 書 登 録 、優 先 指 定 、タ グ修 正

な どは す べ て 専任 のtranslation manager(2名)が

行 って い る。 翻 訳 はTM(translation memory)とMT

の組 み 合 わせ で行 う。 辞 書 は そ れ ぞ れ20万 語(TM)

と45万 語(MT)用 意 され て お り、入 力 文 を参 照 して

適 宜 追加 して い る。翻 訳 者 は 機 械 翻 訳 の 結 果 をポ ス

トエ デ ィ ッ トして 完 成 させ て い る が 、80%程 度 は機

械 翻 訳 の 結 果 を そ の ま ま利 用 して い る。MT導 入 の

最 大 の効 用 は用 語 の統 一 が 取れ る こ とで あ る が 、作

業 効 率 も40%程 度 向 上 して い る と い う こ とで あ っ

た。

 PaTrans導 入 か らす で に10年 以 上 経 過 して い る
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が 、現 在 で もCSTの 開 発 メ ンバ ー と月1回 程 度 の ミ

ー テ ィ ン グ と要 望 に基 づ く改 良 を行 っ て い る と い

う。ユー ザ と開発 者 との コ ミュニ ケ ー シ ョン が うま

く とれ 、フ ィー ドバ ック を受 けて 改 良す る こ とが で

きれ ば 、実 用 的 に 利 用 で き る とい う、よ い例 で あ ろ

う。

2.3 Zacco訪 問

 ZaccoはDenmark, Sweden, Norwayに ま た が る

IPR(Intellectual Property)コ ン サ ル タ ン トの 会

社 で 、特 許 、商 標 、著 作権 な どあ らゆ る知 的 財 産 権

に 関す る問題 を扱 っ てい る。

 翻 訳 業務 と して は 主 にEUで 出願 され た フ ラ ン ス

語 、 ドイ ツ語 、英 語 の 特許 をデ ンマ ー ク語 に 翻 訳 す

るサ ー ビス を行 い 、年 に12万 ～16万 ペ ー ジ(約4

千 万 語)の 技 術 文 書 を翻 訳 して い る。

 実 際 の 翻 訳 はLingtechを は じめ 、 外 部 の 翻 訳 機

関 を利 用 して い るが 、翻 訳 は 成 長 産 業 と認 識 して い

て 、日本 や 中 国 な どア ジア の 特 許 の 翻 訳 に も注 目 し

て い る。機 械 翻 訳 、特 に分 野 限 定 の 調 整 済 み 機 械 翻

訳 を用 いた 翻 訳 は 、競 争 力 保 持 の た め に重 要 で あ る

との 考 えで あ った。

3. 日独 自然 言 語 ワー ク シ ョ ップ2005参 加 報 告

  日 独 自 然 言 語 ワ ー ク シ ョ ッ プ

2005(Japanese-German  Workshop  on  Natural

Language Processing 2005)は 、 2月 24 日と 25 日

に ドイ ツ ・ドレス デ ン にお い て開 催 され た。 ドイ ツ

側 の 参 加 者 は12名 、日本 側 の参 加 者 は19名 で あ っ

た 。発 表 で は コー パ ス を用 い た研 究 が 多 く、公 開特

許 公 報 ・PAJの 利 用 や 今 後 予 定 して い るMT評 価 用

標 準 デ ー タの 作 成 な ど、本 研 究 会 の 活 動 に有 効 な知

見 が得 られ た 。 ドイ ツ側 の発 表概 要 を 以 下 に 示 す 。

・Erhard Hinrichs (Univ. Tubingen):Integrating

 Multiple Layers of Annotation in the TuBa-D/Z

 Treebank

 新 聞 記 事 を 対 象 に し て 、15,000文 に 対 して 作 成

し た コ ー パ ス で あ るTUBa-D/Z Treebankの 内 容 を 説

明 す る 。 従 来 か ら 行 っ て き た 、lexical level,

phrasal level, the level of topological fields,

clausal leve1の 記 述 に 加 え て 、Stuttgart Tubingen

tagset(STTS)を 用 い た 形 態 素 情 報 、 named entity

情 報 を 含 む 構 文 情 報 、anaphoric relations,

coreference relationsに つ い て の 情 報 を 新 た に 付

与 して い る 。

・Manuela Kunze (Univ. Magdeburg) Corpus based

 creation and extension of domain-specific

 resources

 検 視 報 告 とい う狭 い 専 門 分 野 を対 象 に して 、概 念

を コー パ ス か ら抽 出す る手 法 を 述 べ る。 本 手 法 で

は 、共 起 情 報 とattribute-value構 造 を利 用 して い

る 。attribute-value構 造 を抽 出 す る の に有 効 な

synonymyやantonymyな ど語 彙 間 の 関係 を得 る の

に 、語 彙 ネ ッ トで あ るGermaNetと とも に共 起 情 報

の 利 用 と文 字 べ 一 ス の 簡 易 な 手 法 と を組 み 合 わ せ

て い る。

・Udo Hahn (Univ. Jena)  How Portable are NLP

 Tools from Newspaper to Biomedical Domains?

 従 来 、新 聞 記 事 を 対 象 に し て 構 築 され て き た 言 語

解 析 ツ ー ル をBiomedical domainに 適 応 す る や り 方

に つ い て 述 べ る 。taggerとchunkerを 対 象 に 、 従

来 の ツ ー ル を そ の ま ま 用 い た 場 合 と 、Biomedical

domainに 適 応 さ せ た 場 合 の 得 失 に つ い て 比 較 す る 。

こ こ で 、適 応 の 仕 方 に も 色 々 あ り、 そ れ ら の 比 較 も

行 っ て い る 。

・XIAO, Chun (Univ. Magdeburg)  Analysis of

 Domain‐specific  Verbs  in  the  English

 Sublanguage of MEDLINE Abstracts

 表 題 の 課 題 に つ い て4種 の 研 究 を 行 っ た 結 果 を

報 告 す る 。(1)tf-idfに 類 似 の 計 量 を 用 い て

Domain-specific Verbsを 検 出 す る。(2)検 出 さ れ

た 動 詞 を 意 味 的 に 分 類 す る 。 こ の と き 、Word Net

の 利 用 で は 不 十 分 で 共 起 情 報 を 用 い る 。(3)オ ー ト
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マ トン を 用 い てmulti word verbsを 検 出 す る 。(4)

共 起 情 報 な ど を 利 用 し て 、辞 書 に 登 録 さ れ て い な い

動 詞 のderivationsを 求 め る 。

・Ulrich Thiel (FhG‐IPSI Darmstadt):Effective

 Construction of Domain Specific Thesauri

 Based on Thematic Document Categories

 表 題 の 課 題 を 次 の3ス テ ッ プ で 実 現 す る 。(1)

Vocabulary  construction,  (2)  Relationship

determination,   (3)  Term  weighting  and

c!ustering。 ク ラ ス タ リ ン グ で は"Layer-Seeds"

ア ル ゴ リズ ム を 用 い て い る。本 シ ソー ラ ス で 質 問 拡

張 した 情 報 検 索 で は 、precisionを 下 げ る こ と な く

recallを 増 大 で き た 。

・Markus    Ackermann    (Daimlerchrysler):

 Enhancing Text Representation for Text Mining

 Industrial, An Ongoing Project

 デ ー タ マ イ ニ ン グ や テ キ ス ト分 類 に お い て 、単 純

なbag-of-wordsが 多 く利 用 さ れ て い る 。 本 発 表 で

は 、 単 純 なbag-of-wordsに 代 わ る 、 意 味 的 に 豊 富

な テ キ ス トの 構 築 に つ い て 述 べ る 。

・Hans Uszkoreit,  Feiyu  Xu  (University  of

 Saarbrucken):   Language   Technology   for

 Multilingual Information System

 2008年 北 京 オ リ ン ピ ッ ク で 利 用 さ れ る 自 然 言 語

処 理 技 術 に 関 して 概 観 す る と と も に 、現 状 の 自然 言

語 処 理 技 術 で の 実 用 化 で き る 処 理 に つ い て 議 論 す

る 。

て 議 論 す る。

・Anette Frank (University of Saarland, DFKI):

 Question analysis for domain‐restricted QA

 from structured knowledge bases

 QA一 シ ス テ ム に お い て 構 造 的 な 知 識 源 は 、 重 要 な

位 置 を 占 め る 。 そ こ で 、 本 発 表 で は 、HPSGを 用 い

た 質 問 文 の 構 文 解 析 に よ りRMRS(Robust Minimal

Recursion Semantics)を 作 成 し 、 こ れ を 利 用 す る こ

と でQAのanswerを 得 る 。

 AAMT/Japio特 許 翻 訳 研 究 会 の メ ンバ ー の 発 表 は

以 下 の とお りで あ る。

中 川 :"Paraphrases extraction from Web

    articles   and   Mobile   terminal

    articles"

梶:"Word-Sense Association Network"

柏 岡:"Long Sentence Alignment based on

    sentence segmentation

下 畑:"Finding Bilingual Terminology from

   Japanese‐English Patent Corpora"

・Alexander Mehler (University of Bielefeld):

 Aspects of Informational Uncertainty in Web

 Mining

 国 際 会 議 の 実 際 のWEBペ ー ジで は 、 日程 情 報 、取

り扱 う分 野 、コ ミ ッテ ィ メ ンバ ー な どの 共 通 に現 れ

る と思 わ れ る情 報 が 様 々 な 階 層 構 造 で 表 現 され 、複

数 の リン ク情 報 の た め 、ほ しい 情 報 を得 る こ とが 困

難 な こ とが 多 い 。 これ らのWEBペ ー ジ を題 材 に 、共

通概 念 の 抽 出 、知 識 ベ ー スの 構 築 な どの 技 法 にっ い
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一
        翻訳工学に向けて
一MT+TM翻 訳 ワークフローSATILA一

秋 桜 舎/transPC代 表 山 本 ゆ う じ(言 語 コ ンサ ル タ ン ト ・実務 翻 訳 者)

はじめに

 本 稿 で は 、翻 訳 者 の た めの翻 訳 メモ リと翻 訳 ソフトの 統

合 翻 訳 ワー クフローSATILAを ご紹 介 す る。またこれ に 関

連 して 、翻 訳 ソフトメー カー の 方 に具 体 的 なご提 案 をす る。

 私 はIT翻 訳 とロー カライゼ ー ションを専 門 とす る翻 訳

者 で あり、秋桜 舎 とそ の実 務 翻 訳 ブランドで あるtransPC

にお い て、ITを 活 用 したさまざまな文 書 作成 と処 理 の ノウ

ハウを 、各 社 に提 供 す るコンサル ティングを行 って いる。翻

訳 ソフトに関 しては 、2000年 の2月 、本 稿 執 筆 時 点 か ら

5年 前 ごろか ら、業 務 用 翻 訳 ソフトLogoVistaを 翻 訳 の仕

事 に活 用 してい る。

 な お 、本 稿 はATOK経 由で 音 声認 識 ソフトViaVoice

を使 用 し、ほ ぼ100%音 声 入 力 によっ て執 筆 し、音 声 合

成 の 読 み 上 げ を併 用 して校 正 している。翻 訳 ソフト同 様 に 、

音 声 認 識 ソフトも誤 解 され て いることが 大 変 多 い。本 稿 で

は 深 入 りしな いが 、音 声 合 成 による「耳 で 聞く音 声 校 正 」と

ともに、一 般 的 な入 力 手 段 、また翻 訳 支 援 手 段 として 今 後

その 価 値 が認 め られ ることが 予想 され る。音 声認 識 につ い

ては こちらも参 照 され た い。

 htt'〃cds.cosmoshouse.com/voice/

翻訳工学に向けて一SATILAと は

 SATILA と は 、Software Assisted Translation

workflow Involving Linguistic Analysis(言 語 的 分 析

を伴 うソフトウェア 支援 翻 訳 ワー クフロー)の 略 で ある。ご存

じの ように、翻 訳 業 界 で は 、言 語 的 処 理 で はな く、既 存 の

訳 を 、文 単 位 で 、数 学 的 な 一 致 率 に よって再 利 用 す る翻

訳 メモ リが普 及 しつ つ ある。しか し、翻 訳 ソフ トが翻 訳 支 援

に有 効 に 活 用 され てい る事 例 は ほとん どない 。「言語 的 分

析 を伴 うソフトウェア支 援 」と呼 んで いるの は 、翻 訳 ソフトも

使 い 方 次 第 で 翻 訳 支 援 に役 立 つ とい うことを強 調 す るた

め である。

 SATILAは 、特定のソフトウェアや環境に依存するもの

ではなく、単体のツールでもない。SATILAは 、翻訳者の

視点から見てもっとも効率が良い方法により、翻訳メモリと

翻訳ソフトをツール群とノウハウで統合した「ワークフロー」

である。このワークフローには、実際の翻訳作業での絶え

間ない検証を重ねながら体系化された理論に基づいてお

り、さまざまなツール、調整されたデータ、ノウハウが含ま

れている。

 SATILAで は、特定のワークフローに沿って、翻訳メモ

リと翻訳ソフトをツール群で結合することにより、能動的な

用語統一と自動適用ができる。具体的には、クライアントの

スタイルガイド、仕様を辞書に組み込み、用語や表記の厳

密な適用が可能となる。その結果、専門用語やスタイルの

チェックの手間を大幅に減らすことができる。また、総合的

な作業能率を最低でも2割 、条件がそろえば2倍 程度向

上できる。その他にも、訳抜けがないなどのさまざまな利

点がある。

 「翻訳工学」という考え方は、まだ一般的ではないようだ

が、合理的な手順を追求し、理想的なワークフローを構築

していくうえでは、翻訳を工学的な視点から検討すること

が必要である。SATILAが そのきっ力耐となれば幸ン・で苑

 なお、これからご紹介する事例は、英 日翻訳の場合で

ある点に注意されたい。日英翻訳の合理化においては、

まだ解決すべき課題が多い。具体的には、日本語文章で

の「構成」と、英語を含む欧米諸語の論理構成の決定的な

違い、日本語表記の多様性、文法上のあいまいさなどで

ある。人間にとって使いにくい制限言語という形である必

要はない。日本語を最低限国際的に通用させるため、ま

た日英翻訳ソフトを有用なものとするためには、「日本語の

技術文書の書き方」にっいての議論を続けていくことが不

可欠と思われる。
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ワー ク フ ロー の 重 要 性

 翻訳ソフトは、少なくとも5年 前から翻訳者が活用でき

る基本的な機能を備えていた。現在でも翻訳者が自作ツ

ールなどによって補完する必要性はあるものの
、基本的な

作業方法は変わっていない。しかし、私が見聞した範囲で

は、翻訳ソフトを効果的に活用している翻訳者はほんの一

握りしかいない。翻訳ソフトが活用されていないのは、本質

的には翻訳ソフト自体の問題ではない。現在でも翻訳ソフ

トを使用する翻訳者が少ないのは、翻訳ソフトの機能が不

十分というよりは、「どう使うべきなのか」という点が理解され

ておらず、適願よワークフローが存在しn・ないからで魏

 これまで翻訳ワークフローが発達しなかった理由はいく

つか考えられる。たとえば、翻訳者に「細切れ」の仕事が

多い場合には、仕事の性質によって手順が変わるため、

特定の作業手順を定めにくい、ということがある。ワークフ

ローを開発するには、一定量の似た内容の翻訳を受注す

る必要がある。翻訳ソフトの強みは大量の文章の翻訳、一

定以上の規模のローカライゼーションにおいてもっとも発

揮される。手作業と異なり、量が増えれば増えるほど効率

が増す。

 また、翻訳ソフトメーカーと翻訳者との交流が不十分で、

翻訳ソフトメーカーに現場のニーズが伝わっていなかった

ということもあるだろう。翻訳者にとっては、作業の労力から

考えると、ソフトによる自動処理と後処理工程にかかる時

間の合計が手作業による時間より少なくなければ、翻訳ソ

フトを導入する意味がない。しかし実際には、翻訳者たち

の多くが「確かにソフトでの翻訳は早いが、後処理に多く

の手間が必要」と考えている。これは後処理の自動化につ

いて、「どうすれば翻訳者の労力を軽減できるか」という点

がワークフローの面うち十分に考慮されていない罷)で妬

 残念ながら、現状のままでは、翻訳ソフトが翻訳支援ツ

ールとして認められる日は決してこない。翻訳ソフトメーカ

ーと翻訳者と協力した上で実際的なワークフローを確立し、

適切な対象者に講習を行うことが双方の利益になる最優

先課題である。

全自動翻訳と翻訳支援の違い

 さて、翻 訳 ソフトの 用 途 として、全 自動 翻 訳 と翻 訳 支 援

は 明 確 に 区 別 す る必 要 が ある。開 発 メー カー にもユ ー ザ

ー にもこの 点 が 理解 され てない ことが非 常 に 多い
。翻 訳 者

は 「商 品 としての 翻 訳 」をす るわ けだ が 、そ の ため に は 翻

訳 ソフトに何 が必 要か ということが いまだに理 鞘 れてレv余い。

 図1は 、翻 訳 ソリュー シ ョンのユ ー ザ ー層 の違 いを示 し

ている。一 般 ユ ー ザ ー や 社 内 で の翻 訳 業 務 ユ ーザ ー に は

品 質 管 理 は 不 要 で あり、全 自動 翻 訳 で も問 題 は な い。だ

が 「商 品 としての 翻 訳 」をす るプ ロの 翻 訳 者 ユ ー ザ ー が必

要 としているもの は 品質 管 理 機 能 を備 えた 翻 訳 支 授 シス

テム である。

 また 翻 訳 者 ユ ー ザ ー は 、日本 語 力 ・英 語 力 ・翻 訳 力 、

パ ソコン技 能 を一 定 レベ ル 以 上持 っている必 要が ある。図

2は 、このような 、業務 用 翻 訳 ソフトのユ ーザ ー の要 件 を示

して いる。翻 訳 ソフトの 訳 文 を適 切 に修 正 す るため には 、

図1ユ ーザー層の違い

商品としての翻訳
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図2業 務用翻訳ソフ ト ユーザーの要件

自然で正しい日本語
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さまざまなアプリケーションの技能
   高度な問題解決能力

自然で正しい日本語が必要だし、構文解釈の誤りを見つ

けるためにはTOEIC850程 度の確かな英語力が必要で

ある。また、翻訳ソフトの処理速度に負けないスムーズか

つ確実な翻訳技能と、翻訳メモリと翻訳ソフト、その他のツ

ールを使いこなすパソコン技能が必要である。特に現在の

翻訳ソフト単体では不可能な、後処理の自動化ではかなり

のパソコン技能が必要となる。

 図3で は、翻訳ソフトに対する、一般ユーザーと翻訳者

の接し方の違いを示している。一般ユーザーにとっては翻

訳ソフトとはブラックボックスであってかまわない。翻訳ソフ

トの方が主導権を持ち、優位 にある(ソ7ト 優位)。Web

サイトの 自動翻訳などのように「翻訳ボタン」一つ押して終

わりでかまわない。

 しかし翻訳者ユーザーは、どの単語をどう訳すかという

ことを完全に把握し管理する必要がある(ユーザー優位)。

図3一 般ユーザーと翻訳者の違い

この場合の翻訳ソフトの役割は、あくまで「翻訳支援」であ

る。翻訳者の 目的は「翻訳ソフトに翻訳をさせること」では

ない。最終的に「正しい翻訳を効率よく完成すること」であ

る。翻訳ソフトまかせにできるところはそうするが、できない

場合は徹底的に対処して最高の品質の訳文を完成する

必要がある。翻訳者にとっての翻訳ソフトとは、厳密かつ

正確な用語適用ツールなのである。

ルーウェリン反応 とその克服一拒絶と受容

 「どうす れ ば もっとユ ー ザ ー に 翻 訳 ソフトを使 ってもらえ

るか 」ということの 鍵 になるの がル ー ウェリン反応 である。ル

ー ウ ェ リン反 応(Uewelyn reaction)と は
、コンピュー タ

の 認 識 処 理 、特 に 自 然 言 語 処 理(NLP:Natural

Language Processing)認 識 の失 敗 に対 す る、人 間側 の 、

感 情 的 な拒 否 反 応 心 理 で ある。自然 言 語 処理 の例 として

一般 ユーザーは翻訳ソフトにすべてまかせきりで何 も しな い
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は 、ソフト翻 訳(機 械 翻 訳)、 手 書 き文 字 認 識 、OCR、 音 声

認 識 、スペ ル チ ェック、文 法 チ ェック、IMEの 誤 変換 など

がある。特 に、文 法 や 語 彙 の逸 脱(文 法 チ ェックの場 合 は

指 摘 ミス)に 対 す る過 剰 な反 応 を指 す 。理 性 的 な 有 用性 の

判 断よりも、コンピュー タ(ソフト)への 不 信 感 、嫌 悪 感 が優

先 して 、ソフトの 活 用 が妨 げられ るの である。

 人 間 同 士 でも誤 訳 などに対 して過 剰 な反 応 を示 す 場 合

は ある。だ が 、コンピュー タが 相 手 だ と「単 に処 理 に失 敗 し

た」と感 じるに止 まらず 、コンピュー タに対 す る強 い 不信 感 、

嫌 悪 感 となる。ル ー ウェリン反 応 は 、翻 訳 者 や 教 師な ど 自

分 の職 業(言 語 能 力)に 自信 がある場 合 は 、特 に強 い。自

尊 心 、人 間 の 尊 厳 、職 業 上 の 誇 りな ど複 数 の 要 因 が考 え

られ る。た とえば 、翻 訳 者 は 翻 訳 ソフ トの 誤 りに 対 して 、過

剰 に反 応 す る場 合 が ある。「パ ソコンが 人 間 の 領 域 を浸 食

してきた」という危 機 感 も一 因 で あろう。産 業 革 命 期 の イギ

リスに発 生 した機 械 破 壊 運 動 、ラッダイト運 動 の 心 理 に通

じるもの がある。

 ル ー ウェリン反 応 は 、多 くの 場 合 、4段 階 で現 れる。第

1段 階 は 「笑 い反 応 の 段 階 」 (図4)で ある。自然 言 語

の 基 準 か らの 逸 脱 が、笑 い を引 き起 こす 要 因 となる。「言

い 間 違 い」は 、人 間 心 理 で の 「笑 い 」の 主 要 な要 因で あり、

話 芸 や 人 間 との会 話 な どでも発 生 す るもの であ る。事 実 、

IMEの 誤 変 換 はしば しば ジョー クの題 材 となる。インター

ネットで話 題 に なった機 械 翻 訳 の 誤 訳 として 、「宇 宙 天 啓

デ ー タベ ー スG.2と 、断続 的 な絞 首 刑 が発 生 します 」とい

うもの が あ る。原 文 は"Cosmos Revelation Database

G.2may cause intermittent hanging"で ある。

 興 味 のある方 は 「宇 宙 天 啓 デ ー タベ ー ス」をキ ー ワー ド

に 、インター ネット検 索 され てみ るとよい 。人 々 の反 応 を知

ることが で きる。そ の後 、この 特 定 の 事 例 が認 知 され た の

が原 因 か は 不 明 だ が 、辞 書 の 更 新 が 行 わ れ 、現 在 で は

「Cosmos Revelation Database G .2と 、断続 的 なハ ン

グアップす るのが発 生 します 」とい う訳 文 が 出 力 され る。

 htt:〃su ort.microsoft.com/default.as x?scid=k

b;JA;74586

 この元 の訳 文 が 笑 い を誘 うもの で あることは 間違 いな い

が 、もちろんこれ をもって 「翻 訳 ソフトが使 い物 にな らな い」

とす るのは あまりにも早 計 であろ う。だ が 、現 実 のユ ー ザ ー

は それ ほ ど寛 容 で はな い 。この 一 文 は 、ユ ー ザ ー の翻 訳

ソフトに対 す る「誤 解 」を防 ぐた めに は何 が 必 要 かということ

を考 えさせ るきっか けとな る。

 特 に 、この例 には2つ の 教 訓 がある。一一つ はCosmos

Revelation Database G.2な どの製 品 名 な どの 固 有 名

詞 が事 前 に把 握 で きてさえ いれ ば 、それ らを登 録 す る だ

けで 間 違 い は 防 げ る とい うことである。もう一 つ はIT翻 訳

で はhangが 絞 首刑 の意 味 で使 わ れ る可 能 性 は 非 常 に

低 い ということで ある。つ まり、訳 語候 補 の 厳 選 が行 わ れ れ

ば 適 切 な翻 訳 が できる。

 また、この例 で は2つ の 課題 が残 っている。まず 、訳 語

登 録 が 不 適 切 、また構 文 解 析 がお か しいせ いで 、日本 語

の文 法 が 正 しくな い。さらに 、仮 に正 しく解 釈 で きて いても、

細か い点 で 日本 語 として の 不 自然 さが残 る。この2つ の

課 題 を解 決 す るた め に 、翻 訳 者 が積 極 的 に 関 与 す ること

で 、ソフ ト翻 訳 の み の 限 界 を超 え 、「売 り物 としての 翻 訳 」

の レベ ル まで完 成 させ るの がSATILAで ある。

 もちろん 、す べ ての 「言 い 間違 い」が 笑 えるほど面 白 い

とい うもの で は ない 。自然 言 語 処 理 の失 敗 が 立 て続 け に

発 生 し、ユ ー ザ ー が 「自分 の 仕 事 が妨 害 され てい る」と感

じると、第2段 階 の 「怒 り反 応 の 段 階 」 (図4)に 移 行

す る。ユ ー ザ ー は笑 うか わ りに怒 りを感 じるようになる。ユ

ー ザ ー がもっともス トレスを感 じる段 階 で ある
。この段 階 で

ル ー ウェリン反 応 が 克 服 で きない と、対 象 ソフトの使 用 を断

念 す る可 能 性 が 高 くなる。また、事 実 その ようなユ ー ザ ー

が多 数 を 占めることが 、翻 訳 ソフ トや 音 声認 識 ソフトの普 及

の妨 げ とな ってい る。ここでか なりの ユ ーザ ー が特 定 の 自

然言 語 認 識 ソフ トだ けで なく、パ ソコンそ のもの に対 す る不

信 感 を強 め るので ある。

 恵 まれ たユ ー ザ ー がこの 段 階 を克 服 で きると、第3段

階の 、 「受 容 段 階 」 (図4)に 移 行 する。自然 言 語 処 理

ソフトの誤 処 理 にユ ー ザ ー が 適 応 して 、受 け流 す ことがで

きるように なる。しか しソフトを ひ とまず 活 用 で きてい るが 、

誤 処 理 を単 に容 認 してい るだ けで 、最 適 とはい えな い 状

態 である。

 さらに、ごく少 数 の いわ ゆ るパ ワー ユー ザ ー であれ ば 、

第4段 階 の 「対 処 段 階 」 (図4)に 進 む ことがある。

 これ は ソフトの 誤 処 理 パ ター ンを認 知 し、プ ログラム的

な対 処 を 自ら行 うことで対 応 す る段 階 で ある。SATILAワ

ー クフロー で は階 層 構 造 を持 つ 「後 処 理 フィル タ」が これ
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図4ル ーウェリン反応

翻訳ソフトの 訳 文(あるいは音声認識結果)

i反 応 「なんだ、この 変換 は?」

恕吃 応
「仕事の 邪 魔だ」「使い 物にならない」

多数 ユーザ ー

受容鐙階 「何とか使えるかも」

無
窓
沽
圃

蕪

対処段階
「便利だ1」(ご くわずかな上級者のみ)

陰表面的な字面 に惑わされない

●合理志向と慣れによって克服

に 相 当す る。だが 自力 で 対 処 段 階 まで 進 む ユ ー ザ ー は 、

非 常 に限 られ て いる。ソフトの 開 発 者 として は 、もちろんユ

ー ザ ー に そこまで期 待 す べ きでは ない 。ソフトの 開 発 者 は 、

自分 が 作 成 して いるソフトに 関 しては す で にこの 対 処 段 階

に あるはず だ が 、実 際の ユー ザ ー が ささい な(あ るい はそう

思 える)誤 処 理 に対 して どれ だ け感 情 的 な反 応 をす るか 、

気 づ か ないことがある。

 ル ー ウェリン反 応 は い わ ゆるデ ジ タル ・デ ィバ イドの 一

因 で あり、自然 言 語 処 理 を含 む 高度 なIT化 の 推進 ・普 及

の 妨 げとなる。実 際 には 簡 単 な修 正 で役 立 っ 処 理 であ っ

ても、冷 静 な分 析 をせ ず に感 情 的 に拒 否 して しまうか らで

ある。アプ リケー ションお よび ユ ー ザ ー インター フェイス開

発 者 や 、アプ リケー ションの講 習 の 講 師 は 、このような心 理

の 存 在 を留 意 す べ きで ある。特 に誤 処 理 の修 正 に手 間が

か か ると、ユ ー ザ ー は す ぐに怒 り反 応 に移 行 す ることにな

る。誤 処 理 の 修 正 などで はMicrosoft Officeの スマ ー トタ

グのような 、控 えめ なアプ ロー チ が 有用 かもしれ ない。

 ル ー ウェリン反 応 を抑 制 す る一 つ の 方 法 は 、自然 言 語

認 識 の成 功 率 を 高め ることに より、本 来 の 処 理 の 失 敗 をゼ

ロに近 づ け ることで ある。また 、マニ ュアル や 講 習 な どを通

して ソフトの 特性 を十 分 にユ ー ザ ー に理 解 してもらうことも

重 要 で ある。ユ ーザ ー 側 の努 力 として は 、誤 った処 理 に対

して感 情 的 に反応 しな いように 「慣 れる」必 要が ある。

 なお ル ー ウェリンとは 、無 実の 忠 犬 ゲ レル トを殺 したとい

う伝 承 があ る、ウェー ル ズの 王 のことである。

適切な用語管理一 翻訳者が直接鍛えた辞書の威力

 大規 模 な翻 訳 で は 、翻 訳 品 質 の 向上 という面 か らも、自

動 化 とい う面か らも、適 切 な用 語 管 理 が非 常 に重 要 になる。

合 理 的 な規 則 にの っとった 、適 切 な 訳 語 か らな る用 語 集

が 、作 業全 体の 効 率 を決 定 す る。

 私 が現 在 翻 訳 者 として受 注 しているプ ロジェクトに お い

て 、LogoVistaで 現 在使 用 している辞 書の 数 は 、システ ム

辞 書 が1、 ビジネス専 門 辞 書 が1、 ユ ー ザ ー 辞 書 が59で

ある。ユ ー ザ ー 辞 書 の 数 は プ ロジ ェクトに よって大 きく異 な

る。このプ ロジェクトに 関 して は 、関係 す るメー カー と製 品

数 が 非 常 に 多 岐 に わたるため 、例 外 的 か もしれ ない 。この

中に は6000～9000語 クラスのユー ザ ー 辞 書 が3つ 、数

千 語 クラスのユ ー ザ ー 辞 書 が5つ ある。少 ないもので は 数

語 しか 含 まれ な い辞 書もあるが 、それ はそ れ なりに 意 味 が

ある。

 「どのような 語 をどのように登 録 す べ きか 」とい うノウハ ウ

は 、長 い 時 間 をか けて少 しず つ 蓄積 され てい くもので ある。

翻 訳 ソフトの 標 準 の システム辞 書 で は 、翻 訳 者 が使 う表 現

として は不 十 分 なもの が 多 い。現 状 で は 、多数 の翻 訳 者 ユ

ー ザ ー か ら
、優 れ た訳 を体 系 的 に収 集 してフィー ドバ ック

す るような仕 組 み は存 在 しな い。日々翻 訳者 によって 生 み

出 され る多くの優 れ た 翻 訳 表 現 が 、一 度 使 われ た ままで
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埋もれたままになっているといえる。これらが辞書によって

共有されれば、翻訳の品質は大きく向上するだろう。単語

レベルではもちろんだが、今後 「フレーズ辞書」が充実す

れば、翻訳者向けだけでなく、一般向け翻訳ソフトもおお

いに恩恵を受けられるはずである。

翻訳メモ リの重要性

 私 が行 う、翻 訳メモ リと翻 訳 ソフ トの 統 合 の コンサル テ ィ

ング で は 、翻 訳 メモ リメー カー の 方 には 翻 訳 ソフトの有 用

性 を 、翻 訳 ソフトメー カ ー の 方 には 翻 訳 メモリの 有 用 性 を

説 明 することになる。私 は5年 間 、この 両 方 とも毎 日のよう

に使 い 続 け てきたの でそ れ ぞ れ の 長 所 と短 所 を十 分 に理

解 して いるつもりだ。

 まず 、「翻 訳 ソフトの翻 訳メモ リ機 能 」で は不 十 分 というこ

とを理 解 してい ただ く必 要 がある。ロー カライゼ ー ションで

の 大規 模 な 文 書 で は 、書 式 があ ることが普 通 で、プ レー ン

テ キス トは ほ とん どな い。この 場 合 、編 集 の 観 点 か らは

書 式な どは タグとして 管理 され る。タグ付 き文 書(XML、

HTML、 STF)で な くても、タグ付 き文 書 に変 換 す ること

で 効 率 よく翻 訳 できるので ある。この ときに書 式 な どを示

すタグを保護し、翻訳対象から外す必要があるが、翻

訳ソフトの翻訳メモリ機能ではこれができない。また、文

節が持っ作成者情報(だれが、いっ訳したかなど)やフ

ィールドなどの高度な管理もできない。そのため、現状

では、現在市場にある翻訳ソフトと翻訳メモリをうまく組

み合わせて使用することで最大限の効率と品質を実現

できる。

 また翻訳メモリが、翻訳料金の計算のベースとして使

われていることにも留意する必要がある。料金の計算は、

クライアント、翻訳会社、翻訳者の三者 にとって共通の

基準で行われる方が望ましいことは言うまでもない。

SATILAワ ー ク フ ロー の 実 際

 凡例

 ・.適用  データ 嗣 瓢 廼.
、 データの流れ ' 手作業

図5従 来の手作巣による翻訳

  /原文//魂 灘農 ♂

「ゴ ニF… マ…一

＼ 翻訳作葉 メ〆
 t  /

__  ノ   !

      1/功 ンと記憶 こ頼るの   
罎謬 許・〆 でもれが発生

  ±1ぶ 鰐 にまた時間が

      一一一一,蔑 麟 難 界
∠_壬 艇曼勲⊥/ ・効率が悪い

図6翻 訳メモリによるワーク7ロ ー

,璽 亜7∠薫7∠ 」謹 れた

・以前の訥b冤再

利用できるので

ある程度効率

アップ
・MultiTermによ

る用語管理
・ただし不藁致箇

所では手作業と

まったく同じ

仕叢_ノ

/

MultTerm  /
     / 作践  

/

鍵琴饗轟雛

鰍假 芦 蘭鶉m/
    i翼
   ＼.肇2〆

    :工
   /訳 文 〆

 SATILAワ ー クフロー の実 際 につ い ては 、図5、 図6、

図7を ご覧 いただきたい。これ らは いず れ も、「プ ロの翻 訳

者 」が 高 品 質 の翻 訳 を完 成 させ るため の 作 業 手 順 で あり、

英 語 が苦 手 なユ ー ザー では な い点 にご留 意 いた だ きたい 。

なお 、MultiTermと は 翻 訳 メモリTRADOSに 含 まれ る

用 語 管 理 ツー ル であ る。

,,  納 品物

 図5の 、伝統的な手作業による翻訳では、むだが多く

誤りが頻発する。単調な置換作業であっても自動化ができ

ていないために、翻訳者の集中力も落ちる。図6の 、翻訳

メモリを使用する場合は、訳文を再利用できるために、前

者と比べて効率は上がる。しかし、本来はもっと自動化が

可能な反復作業でも手作業で行う必要がある。

 これらに対して、図7のSATILA、 っまり翻訳メモリと

翻訳ソフトを組み合わせた場合では、それぞれの長所を

取り入れて最大限の効率を上げると同時に、翻訳ソフトと
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図7SArlLAワ ー ク フ ロー

Dれ た
用語集と仕様
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i庶 デー笈 塾 ＼ 手作..............

 r::.ri,.[.嘉
翻 訳 者 の適 切 な役 割 分 担 により、品 質も向 上 できる。

SATILAオ ー トとSA皿LAプ ロ ア シ ス ト

 企 業 顧 客 向 けの 具 体 的 な翻 訳 ソリュー シ ョンとしては 、

SA「ILAオ ー トとSA「ILAプ ロア シス トの2つ がある

(図8)。SATILAオ ー トは 、当 方(transPC)の ノウハ ウに

基 づ いて既 存 の 文 書 や 用 語 集 か ら翻 訳 辞 書 を作 成 して、

自動 翻 訳 の 品 質 を向 上す るもの で ある。対 象 は社 内 や 社

外向けに限定された品質ではあるが大量の文書の翻訳が

必要な企業である。これに対して、SATILAプ ロアシスト

は、同様のデータに基づいて、プロの翻訳者が翻訳を効

率的に行うことにより、品質の向上と納期の短縮を実現す

るものである。

 実例としては、大規模なeラ ーニングサイトのITEL

Virtual Campusで の見出しでの人間翻訳と、機械翻訳

部分に適用されている(2005年6月 現在では翻訳辞書

図8SATILAオ ー トとSATILAプ ロア シス ト

SATILAプ ロアシス ト

SATILAオ ー ト

用語集がある場合 用語集がない場合

既存の文書から用語集を作成

用語抽出と表記の統一
スタイルガイドの作成

既存の文書から文例
(翻訳メモリ)を作成

アラインメン ト

用 語集から翻訳 辞書とMuItiTermデ ータを作 成

SAηLA

ワークフロ0
MultiTerm

用 語管 理)

 翻 垂

LogoVista 2005

 (翻 ≡尺ソフト〉

環境のカスタマイズ

RADOS 6.5

(翻 訳 メモ リ)

豹訳作業
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図9処 理の実例

1.原 文

《一 一 一 一 一一 一

尋 学一 辞一 一 を一 …一

ln this course, you w川learn how to update device drivers, how to access file and print

このコースで、デバイス・ドライバを更新する方法 、ファイルおよび印刷リソースにアクセスする方法

およびネットワーク記憶装置の上にストアされたデータを管理する方法を学ぶでしょう。

このコースでは、デバイスドライバをアップデートする方法 、ファイルにアクセスして、とリソースを印

刷する方法と、データを管理する方法がデバイスをネットワーク記憶域 に保存 したことを学びます。

グループ指定

翻訳者の知識
とノウハウが

あれば_

4,グ ルー プ指 定 をした状態での 自動翻訳(赤 字は手動で修正必要→パターンがわかれば 自動化可能)

ξ

このコースでは、デバイスドライバをアップデートする方法 、ファイルと印刷 リソースにアクセス

する方法と、ネットワーク記憶装置の上の保存されたデータを管理する方法について学びます。

わずかな手間で訳文が完成!

このコースでは、デバイスドライバをアップデートする方法 、ファイルおよび印刷リソースにアク

セスする方法、ネットワーク記憶装置上に保存されたデータを管理する方法について学びます。

の 適 用 は ま だ 行 わ れ て い な い)。

 http:〃www.itel・vc.comlcampus!

 この ような各 社 の ソフ トウェア製 品 が 複 雑 に 関係 し、多

数 の 用 語 集 が 関係 して い る場 合 でも、ユ ー ザ ー 辞 書 が し

っか り構 築 され ているため に 、そ れ ぞれ の 場 合 で適 切 な用

語 が使 用 され てい る。

 図9で は 、翻 訳 ソフト上 での 処理 の実 例 を示 している。

実 際 に は最 後 の後 処 理 の 自動 化 と翻 訳 メモ リとの連 携 が

あり、この場 合 の例 よりも複 雑 になる。

 図10は 、SATILAで の 実 際 の作 業 画 面 を示 している。

こ の 例 で は 画 面 上 部 に 翻 訳 ソフ ト(こ の ケ ー ス で は

LogoVista 3.0)、 中央 にTRADOS 6.5 Workbench、 下

にTagEditor、 さらに右 側 に小 さく開 いて いるのがWord

の ツー ル の 作 業 用 画 面 で ある。もちろん これ らの アプ リケ

ー シ ョンをた だ並 べ ただ けで は 何 も始 まらな い
。SATILA

で は 、これ らの各 アプ リケ ー ションの 特性 を把 握 し、翻 訳 者

の 知 識 と技 能 に基 づ いて 、そ の 潜 在 能 力 を引 き出 して連

携 させ 、最 大 限 の効 率 と品 質 を実 現 す るので ある。

UPFに 関する提案

 AAMTで 策定された業界共通の翻訳辞書フォーマット

であるUPFは 、翻訳ソフトを活用している立場からは大

変 関 心 が あ る。

 httn:〃www.aamt.info/iananese/unf.htm

 独 自形 式 のユ ーザ ー 辞 書 しか ない場 合 、一社 の翻 訳 ソ

フトに 限 定 す る必 要 があるた め 、企 業で の翻 訳 ソフ トのまと

まった導 入 の 障 害 になるかもしれ な い。この ような 共 通 翻

訳 辞 書 が普 及 す れ ば 、翻 訳 ソフトの導 入 には ず み がつ くこ

とも考 えられ る。

 だが 、残念 ながら、UPFは 、翻 訳 ソフト同様 に 、翻 訳 者

の 間 で あまり広 く使 われ てい るとは い えな い。ここで 、「翻

訳 者 の 翻 訳 ワー クフ ロー 」、品 質 管 理 とい う視 点 か ら、

UPFに つ いてい くつか のご提 案 がある。 XML f*拠 、コ メ

ン ト、編 集 履 歴 、使 用 カ ウ ン タなどである。

 まず 、UPFを 完全 なXML準 拠 にす ることで ある。現 在

のUPFはXMLで は ないた め 、特 に記 号な どの 扱 い に

問 題 が発 生 す る場 合 があるようだ。翻 訳 エ ンジンに よって

は 、特 定 の記 号 を内 部 処 理 に使 用 して い ることもあ る。そ

れ らも、XMLと いう標 準 規 格 に合 わ せ て 実 体 として扱 え

ば 、互 換 性 が 増 す だ ろ う。翻 訳 エ ン ジ ン そ の も の が

Unicodeに 対 応 して いなくても、UPFと の相 互 変 換 ツー

ル さえUnicode対 応 していれ ば 済 むことである。

 また 、業 務 で の使 用 に際 して 、コメン トと編 集 履 歴 な ど

のフィー ル ドが必 要 と思 わ れ る。ここでの 「コ メ ン ト」とは 、
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人間が翻訳する際の訳し分けの基準となる注記である。表

1は そのような訳し分けの基準の例である(これはあくまで

例として作成したものであり、網羅的・決定的なものではな

い)。自動化できる場合、つまり自動的に訳し分けできる明

確な基準がある場合は、人間用のコメントを含める必要は

ない。しかし、翻訳エンジンでは処理が困難で翻訳者の判

断を必要とする場合がある。このようなコメントが各社の独

自辞書形式に変換されたときに保持されるかどうかは、各

社次第でよい。だが、仮に保持しない場合であっても、せ

めて「訳し分けの必要性」フラグの有無の情報を残すこと

ができれば、有用ではないだろうか。エディタでUPFフ ァ

イルを直接開けばコメントの内容は十分確認できるし、

「UPFビ ューア」のようなソフトがあれば、用語確認ツール

ともなり、さらに使い勝手が増すだろう。

 編集履歴は、どのユーザーがいつ作成や変更を行った

かというユーザーIDと タイムスタンプである。翻訳メモリで

はすでに実装されているが、このような情報は、品質管理

の面では非常に重要になる。

 また、厳密さは期待できないかもしれないが、ある語が

何回使用されたかを示す「使用カウンタ」も重要である。

訳し分けが必要かどうか判断する場合や、エクスポートす

る際の基準になる。また(翻訳ソフトの辞書ではなく)参照

用の用語集が別にある場合は、その要望書に含めるかど

うかの基準にもなる。カウントが少ない、つまり「辞書にはあ

るが翻訳者が実際には使用していない訳語」など、翻訳辞

書や翻訳そのものに関する問題点の発見に役立つであろう。

推奨IT用 語の策定

 翻訳ソフトを使わない場合では用語集の反映は不完全

だが、翻訳ソフトを使う翻訳作業でも、作業の割合としては、

用語集の反映に多くの労力が必要となる。

 IT分 野について、翻訳ソフトメーカー各社が協力して、

表1の ような推奨IT用 語を策定すれば、訳語選択と表

記の統一の労力が大幅に削減される。頻出語は限定され

ているので、数千語程度でも効果は大きいはずである。

 推奨IT用 語を決めてしまえば、クライアントは独自で
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必 要 な用 語 の み の 用語 集 を作 成 す るだ け で済 む 。安 易 な

カタカナ 訳 語 や 、漢 字 の羅 列 を避 け ることもで きる。十 分

に検 討 され た 訳 語 を使 うことで 、ユ ー ザー の理 解 も深 まり、

サポ ー トコス トの 削 減 にもつ な がるだ ろう。翻 訳 ソフ トメー カ

ー 各 社 に はご検 討 をお 願 い したい。

新 方 式 の 訳 し分 け支 援

 当 方 には 、翻 訳 ソフトに お け る新 方 式 の 訳 し分 け 支 援

に つ いて のア イデ アもある。以 下 は、簡 単な 訳 し分 けの 例

である。

 原 文1.Formatting a disk

 原 文2.Formatting a paragraph

 この原 文 は 、下記 のように 自動 的 に訳 し分 けされ るの が

理 想 的 である。

 訳 文1.デ ィスクの フォー マット

 訳 文2.段 落 の 書 式 設 定

 だ が 、実 際 に はこれ ほ どきめ 細 かい 訳 し分 けが できる翻

訳 ソフトは 現 時 点 で は おそ らく存 在 しない。より一般 的 な レ

ベ ル で は 、文 脈 解 析 が できた としても、それ は翻 訳 エ ンジ

ンの レベ ル の 話 で あり、ユー ザ ー が簡 単 に指 定 す る(学 習

させ る)ことは できまい。

衰1訳 し分けの基準の例

 他 にも実 際 の翻 訳で 遭 遇 した語 として 、以 ドの ような 例

がある。

 口   business

 「企 業」か 「ビジネス」か

 口  report

 「報 告 」(名詞)か 「報 告 す る」(動詞)か

   Windows

 「Windows」 か 「ウィン ドウ」か

 口  design

 「デ ザ イン」か 「設 計 」か

 このような 訳 し分 けは 、実 際 の 作 業 で非 常 に多く発 生 す

るが、現 在 の 翻 訳 ソフトの 品詞 情 報 では ここまで 細か い訳

し分 けは で きない 。どうしても翻 訳 者 の介 入 と修 正 が 必 要

となる。しか し、当方 の 処 理 方 式 に基 づ いた上 で、対 象 の

分 野 を限 定 して 、翻 訳 者 の 介 入 を前 提 とす れ ば 、自動 翻

訳 に適 用 可能 な 訳 し分 けの 設 定 が 可能 となる。翻 訳 支 援

はもちろん 、自動 翻 訳 に お い ても大 幅 な精 度 の 向上 が 見

込 めるはず であ る。これ と関 連 して、学 習 デ ー タの 共 有 と

配 布 も重 要 な課 題 である。

ま とめ

 SATILAは 大 規 模 に なれ ば なるほ どそ の 効 果 を発 揮

す る。個 人翻 訳 者 のレベ ル でも十 分 な 効果 が得 られるが 、

English

configuration

Dial

Implement

install

load

maintenance

process

product

Pert

n

n

vt

vt

vt

n

n

n

Japanesel

設定

ダイヤル

実装する

インストールする

読み込む

保守

過程

製品

Commentl

ハードウェアの場 合 でも

「デバイスドライバ」のイン

ストールが含 まれるため

「設 置する」が正 しいとは

限らない。

やや硬 い表現で、特 にユ
ーザーよりも専 門 の技術

者が行う場合。

全般的な意味。

Statusl

標準

Japanese2

構成

ダイアル

インプリメントする

設置する

ロー ドする

メンテナンス

プロセス

プロダクト

Comment2

ハードウェア的な組み合わ

せ。ソフトウ1アでは使用

を推奨 しない。

「ダイヤル」に統 一 すること

が望 ましい。

ハー ドウェアなど物理 的な

設置 。

ユ ーザーが行 う場 合 も含

まれ る。

プログラムの構 成要素とし

てのみ。

Status2

推奨しない

推奨 しない

推奨 しない
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クライアントや翻訳会社で一括導入することで、辞書や学

習データの共有が可能になり、さらに大きな効果を上げる

ことができる。

 その品質と効率の向上は 目覚ましいものであることは

数々のプロジェクトで実証済みである。ただ、大規模な導

入における訓練や作業の手順、辞書・フィルタ・学習デー

タの共有・配布方法などには、まだ研究の余地がある。合

理的な翻訳支援ワークフローを真剣に研究されているメー

カーの方、関心のあるメーカーの方はご連絡いただきたい。

口 SATILAの 詳 細

httD:〃cds.cosmoshouse.com!satila1

SATILAに 関連するその他の情報

ロ 関 連 執 筆 記 事

http:〃transnc.cosmoshouse.com!news.htm

 本 件 に関 連 す る、雑 誌 、メール マガ ジ ン、Webな どの

当方 執 筆 の 記 事 ・コラム
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一

      日中・中日翻訳ソフト「j・北京V5シリーズ」ご紹介

株式会社高電社

 (株)高 電 社 か ら 日中 ・中 日翻 訳 ソフ ト 「j・北

京V5」 が2004年12月 に リ リー ス され た 。 中 国語

翻 訳 ソフ ト初 とな る翻 訳 メ モ リを採 用 し、また 翻 訳

の精 度 を確 認 す るた め の確 認 翻 訳 も導 入 。翻 訳 率 の

向 上 だ け で な く、第3の 領 域 に ピ ンイ ン を表 示 す る

な どの 学 習 者 向 け機 能 も豊 富 に備 え て い る。

 近年、日本国内の企業が大挙 して中国に進出 して

いる。また、日本国内に留まる企業の中にも、労働

力が豊富で人件費の安価な中国の工場 に生産を委

託する傾向が強まっている。その結果、企業が中国

経済の動向を注視 し、ビジネスに必要な情報を入手

しようとい う動きが益々活発になる一方だ。

 中国語は 日本と同じ漢字を使用する言語 とはい

え、語順や発音の観点から非常に難解であることは

否めない。そこで必要 となるのが中国語を解するた

めのツールであるとの観点から、当社では早 くから

日中 ・中日翻訳ソフ トの開発に着手し、今回のバー

ジョンア ップで5代 目となった。

 当社 で は 、翻 訳精 度 の 向 上 を ラ イ フ ワー ク と して

捕 ら え 、翻 訳 エ ン ジ ンの ブ ラ ッ シ ュア ップ 、翻 訳 辞

書 の 増 強 を平 素 か ら継 続 して行 って い る。それ に加

え今 回 の バ ー ジ ョン ア ップ で は 、ユ ー ザー イ ン ター

フ ェー ス の 改 善 を重 要 な課 題 と して 掲 げ 、よ り優 れ

た操 作 性 と、中 国 語 に 親 しみ を もっ て接 す る こ との

で き る ツ ール とな る こ とを念 頭 に製 品化 した 。

今 回 の バ ー ジ ョンア ップ の 目玉 で あ る 「翻 訳 メモ

リ」 は 、これ ま で高 価 格 帯 の 英 語 翻 訳 ソフ トに 採 用

され て い るケ ー ス が 多 い。

このことから、語順において英語と共通点の多い中

国語の翻訳にも、翻訳メモ リが有効になるだろう。

特に、表現に統一性の見 られるマニュアルの翻訳な

どにおいて、翻訳作業の簡素化と翻訳精度の向上に

貢献する。

 その他にも、従来の原文 ・訳文という2画 面構成

に加え、多目的に活用できる第3領 域として 「ユー

ティリティウィン ドウ」を採用。翻訳結果の正確性

を判断するために、ワンクリックで訳文を原語に翻

訳する確認翻訳や、中国語の発音をピンインに変換

する機能などが備わった。原語に対応する訳語を選

択する 「訳語選択」や、社内や特定の業種で使用す

る原語に対して、好みの訳語の登録 と訳出を可能に

する 「ユーザー辞書」、ワー ド、エクセル、パワー

ポイン トやホームページを瞬時に翻訳する 「ア ドイ

ン翻訳」など、企業のTCO削 減に貢献する機能が満

載されている。その他、アプ リケーシ ョンを選ばず

に使える 「j・北京ナビ」も便利で使いやすい。

活字原稿の翻訳に必要 となる文字認識 ソフ トを同

梱 した 「j・北京V5+中 国語OCR」 も同時発売 した。

中国に進出す るメーカー企業の必読書とな りっっ

あるGB規 格書の文字認識から翻訳までをもサポー

ト、膨大な情報量を短時間で処理できる製品となっ

ている。

  .    ..    お問合せ先

    一     .  ㈱高電社
    桝            噛旨謬    IH

溝 饗

鱗
」・北 京V5

¥39,900(税 込)

1観 繋 価
蝿々     "偉.     kodensha.jp

j・北 京v5+中 国 語OCR

 X47.250(税 込)
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一
「MAILPIA」 メール で受 け取 る情報収集支援サー ビス

「訳 してね っ と」 と連携 した 「訳 して通知」 の紹介

沖電気工業株式会社

1.は じめに

 イ ンターネ ッ トの普及 と共に、BLOGに 代表 され るよ うな、

容 易 に情 報を発信 す る仕 組 みが広 ま り、多 くのイ ンターネ

ッ トユー ザが活用 す るよ うにな りま した。 その一方 で、発

信 され る情 報の増加 、変化 に、情報 を受 ける側 がつ いて い

けな くなって きています。Webブ ラ ウザ、電子 メール 、 RSS

リー ダな どさま ざまな ツール を駆 使 してはい る もの の、い

わ ゆる情報 の洪 水 は受 け止 め られず 、知 らな い、 も しくは

受 けていた として も気付 かず に捨 てて いる ことが あ ります。

さ らに、そ の情 報が 英語 で記述 されて いた場合 には、有 益

と感 じなが ら も読む ことに躊躇 してい る ことも多 いので は

ないで しょうか。

 この よ うに 、配信 され る情 報 には、 プライベー ト、 ビジ

ネス問わず 、有用 な もの が豊富に含 まれ ています。従 って 、

大量 に存在 す る有益 、無益 な情報 の中か ら、受 け手 が欲 し

い情報だ け をい かに抽 出 して活用す るか とい うところに 、

情報 を受け る側 のニー ズがあ ると考 えています。
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2.MAILPIA「 訳 して通知」 の機能

 「訳 して通 知」 は、利 用者 が指 定す る英語 で記述 され た

Webペ ー ジが更新 され た場合 に、更新 内容 とそ の 日本語訳 を、

利 用者 に電子 メー ルで通 知す るサ ー ビスです 。 「訳 して通

知 」 を利 用す る こ とで、例 えば、英 語で記 載 されて いる最

新 のセ キュ リテ ィ情報や 、オー プン ソー スの更新 情報 な ど、

不 定期 に更新 され るWebペ ー ジの情報か ら欲 しい最新 情報

だ け を、 日本語翻 訳文 が付加 された形 式 で受 け取 るこ とが

出来 ます。

 「訳 して通知」で は、まず ユーザ が指定 したWebペ ー ジ、

ま たはRSSデ ー タの更新部 分を取得 します。更新があれ ば、

そ の更新 内容 にユ ーザが指 定 したキー ワー ドが含 まれて い

るか ど うか を判定 し、そ の後 、英語 で記 述 されたペ ー ジで

あ るか ど うか判定 します。英 語で記 述 され たペ ー ジで あれ

ば、ユ ーザ の翻訳指 定に基づ き、 コ ミュニテ ィ型機械 翻訳

サー ビス 「訳 してね っ とO」㈱ を利 用 して翻訳 し、その 翻訳

文 を更新 内容 と共にユーザ にメール で送 信 します。

図1 MAILPIAの トップ ペ ー ジ

 我々は、膨大で雑多な情報の中から、利用者にとって有

用な情報のみを、情報抽出という技術により選別して取得

する研究に取り組んできました。さらに、機械翻訳の技術

を活用することにより、英語で記述された情報の更新を翻

訳して通知するサービスを公開しました。

 本稿では、我々が開発 したメールで受け取る情報収集支

援サービス 「MAILPIA●」㈹の一機能である 「訳して通知」

サービスの内容と、その具体的な利用方法を、株式会社朝

日ネット殿での導入事例を交えて紹介します。

           サー八

纒 繋臨叢⑳懇雛誌画
          β糖 鎌獲' 2・一"                                aρ轍調ヘーノ           畿 τ

           }3 と

図2訳 して通知の動作

 我々 は、Webペ ー ジに代表 され る非 定型 フォー マ ッ ト文書

に対す る情報抽 出 と、 コ ミュニテ ィ型機械 翻訳 に 関 して、

技 術開発 を進 めて参 りま した。 特定 の英 文に 関 して は、原

文 が どの よ うな コ ミュニテ ィに属す る文章 で あるか を 自動

判別 し、適切 な コ ミュニテ ィの翻 訳 辞書 を適用 して翻訳 で

きるよ うに しています。

MAILPIA 「訳 して通知 」の利 用方 法

 「訳 して通知」の設定 は、MAILPIAのWeb/RSS検 知設定画

面 におい て、対象 とす る 「訳 して 通知」 のチ ェ ックボ ック

スにチ ェ ックを入れ るだけで利 用 できます。
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図3 「訳して通知」設定画面

例 え ば 、Oki Global Home Page(http://www. oki. com/)を

更 新 検 知 の対 象 と して 、 「ZigBee」 とい うキ ー ワ ー ドを設 定

し、 「訳 して 通 知 」 の チ ェ ック ボ ッ ク ス に チ ェ ッ ク を入 れ て

お き ま す 。
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あ る時点 で 、Oki Global Home Pageが 更新 され、図5の よ

うな差 分 が 発 生 した と しま す 。 この と き原 文 の 差分 に

「ZigBee」 とい うキー ワー ドが含 まれ てい たた め、 この 更

新内容 の翻 訳文(図6)を 付 けて通知 します。 図7は 、 こ

の通知 を携 帯電話 で受 信 した 際のイ メー ジです。

Oki Electric Star寸s Expehm㎝t fbr Z lgBeeTM

Sensor Network Using Solar Batteries at

本 メー ルは 「MAILPIA」 が 送信 しま1
十_

             難

図7 「訳 して通知」 の通 知 メール

MAILPIA「 訳 して通 知」の今 後

 英 日翻訳機 能 を備 えた 「訳 して通知 」サー ビスは 、2005

年2月 よ り、株 式会社朝 日ネ ッ ト殿 の会員様 向けにMAILPIA

の追加機能 と して提供 を開始 して います。 会員様 は、追加

料金 な しでMAILPIAの サー ビスを ご利用 いただ けます。

 今 後、 「訳 して通知」を含むMAILPIAは 、情 報の変化 を通

知す る機 能 を基 軸 に、その他 の最 新技術 と融合 させ てい く

予定 です。 例 えば、 多言語機 械翻 訳技術 との融 合が 考え ら

れます。現在 は英 日翻訳だ けのサ ポー トだ けです が、今後 、

中 日翻訳 、韓 日翻 訳 な どをサ ポー トす る 「訳 してね っ と」

と連携 し、 中国語 や韓 国語 の情報 の更新 を容易 に受 信で き

るよ うに発展 させ てい く予定 です。

【参考 サイ ト】

[1]MAILPIA紹 介サ イ ト

 http://www。 mailpia. jp/

[2]株式会社 朝 日ネ ッ トMAILPIA提 供サイ ト

 http://asahi‐net. jp/service/mail/mailpia. htm1

[3]訳 して ねっ と サー ビスサイ ト

 http://www. yakushite. net/

【脚注 】

(注)MAILPIA(Mail-based Personalized Infomation

Accessing Service)及 び、 「訳 してね っ と」は、沖電気 工業

株 式会社の登録 商標 です。

図5 発生した差分

沖 電 気 は神 戸 市 で太陽 電池 を使 って

ZigBeeセ ンサーネ ットワークのために実

図6 差分に対する翻訳文

  「訳してねっと」の開発は独立行政法人情報通信研究機

構平成14年 度基盤技術研究促進制度に係る研究開発課題

「多言語標準文書処理システムの研究開発」の一環として

行っているものです。
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一
新開発の翻訳エンジンを搭載 し翻訳精度を高めた英 日/日 英翻訳ソフ トウェア

     「The翻 訳 プ ロフ ェ ッシ ョナルTMV10」

東 芝 ソ リュ ー シ ョン株 式 会 社

1. はじめに

 東芝ソリューション株式会社は、訳したい文書の

文脈 ・書式情報を翻訳結果に反映する新開発の翻訳

エンジンによ り翻訳精度の向上を実現 したシリー

ズ最上位 ソフ トウェア 「The翻訳プロフェッショナ

ルV10」 を商品化 し、12月15日 に販売を開始 しま し

た。

 本商品はこの新開発の翻訳エンジンの他、技術文

献 ・論文を中心とした解析能力の強化、訳したい分

野の文書登録で威力を発揮す る当社独 自のセ レク

トコーパス翻訳機能の強化、搭載辞書の186万 語へ

の増強を特長 としています。

2.The翻 訳 プ ロ フ ェ ッシ ョナ ルV10の 主 な機 能

(1)新 開 発 の 「CFエ ンジ ン」 搭 載 で 、 向上 した 翻 訳

 精 度

 文 脈(⊆ontext)に 基 づ い て 文 書 の 分 野 を 推 定 す る

と同 時 に 「タイ トル 」 「箇 条 書 き」 「表 」 な どの 書 式

(fbrmat)情 報 を 利 用 して 、 よ り文 書 に適 した 文 体 や

訳 語 を選 択 します 。

 例 えば 、図1で は 表 の 中の 語 句 を参 照 す る こ とに

よ り、 同 じ 「中国 」 で も 、海 外 拠 点 の 表 で は 国 名 の

「中 国 」、 国 内 拠 点 の 表 で は 日本 の 「中国 地 方 」 で

あ る と判 断 し 「China」 、 「Chugoku」 とそ れ ぞ れ 訳

し て い ま す 。 同 様 に 「中 部 」 に つ い て も 国 内 の

「Chubu」 と米 国 の 「Central」 と を 区別 し、 正 し

く訳 し分 け て い ます 。

 図2で は 文 書 全 体 が フ ォ ー ラ ム の 案 内 文 と判 断

し、左 側 の メ ニ ュー 項 目 をふ さわ しい 表現 の 日本 語

(例 え ば 「travel info」 の 訳 語 に 「旅 行情 報」 で は

な く 「交 通 情 報 」)に して い ま す。

変更必須部分が見やすく色分け表示 されるため、修

正を効率よく行えます。
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(2)翻訳資産を効率よく活用する 「翻訳メモ リ」

i)翻 訳メモ リの利用の効果

 後編集後のこなれた訳文 と原文の対をメモ リ辞書

に登録 しておくと、次に翻訳するときにこの登録 さ

れた文が出力されます。同一の原文を表示するとと

もに部分的に一致 した原文も類似文 として訳文 と

対で表示することができます。また、差異の部分や

                  無,F 』 」
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図2:ホ ームページの翻訳例
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ii)翻 訳 メモ リ辞 書 作 成

 翻 訳 メモ リ用 デ ー タ作 成 の 一助 と して 、 文 対応 が

取 られ て い な い 文 書 か ら原 文 と訳 文 を 自 動 的 に 対

応 づ け る こ とが で きま す 。 また 、 登録 され た デ ー タ

か ら特 定 の 語 句 を 含 ん だ 事 例 に 限 定 した 内 容 出 力

が で き るた め 、必 要 な事 柄 の 関連 事 項 だ け を一 度 に

修 正 で きま す。 さ らに翻 訳 メモ リの標 準 フ ォー マ ッ

トで あ るTMX形 式 レベ ル2形 式 デ ー タの テ キ ス ト部

分 をThe翻 訳 の メモ リ辞 書 に 取 り込 む こ と も で き る

他 、TRADOS社 製 「TRADOS⑪Translator's

Workbench」 の 翻 訳 メ モ リが 適 用 で きな か った 原 文

を エ ク ス ポ ー ト した 後 、The翻 訳 で の 翻 訳 結 果 を

TRADOS⑪ の翻 訳 メモ リにイ ン ポ ー トで き ます ※。

 ※テ キス ト部分のみ

 ●引用表現に翻訳メモリを適用 した例(英 日)

         l           l         A
rranging Your Work on Disksl,

響 書戦 堅1・fficiently、 }

      釈 文 ;ディスク作業の効率化   l

         See"Arranpina Your Work on

登録文が引用

表現で利用さ

れた場合

文原
(Disks Efficiently"in Chapter

文訳

t3 for more information about

}
!disks.{
         '_層__詫

1  {ディスクについての詳細 は、3j
,                                   1               唾

章中の「ディスク作業の効 率}

化」を参照してください。

(3)強力な辞書編集機能

 登録内容の整理に便利なユーザ辞書の一覧編集、

品詞や属性情報を自動的に補足するインテ リジェ

ン ト辞書登録、対話翻訳などから登録 された穴あき

例文を登録 ・編集するためのパターン辞書登録、訳

し分け辞書登録など、使い勝手の向上を目指した多

彩な辞書編集機能を提供 しています。

(4)辞書を共有し番一 る 「辞書共鞭

 ある一人のユーザが整備 した複数の辞書をサー

バにアップし、サーバからそれ らの辞書をダウンロ

ー ドすれば、他のユーザが共有 して使 うことが可能

とな ります。翻訳結果をグループや企業単位で統一

できます。

(5)複数の辞書を横断検索する 「EPWING辞書検索」

 翻訳画面で選択 した単語をEPWING辞 書で検索

するときに複数の辞書をまたがって検索す ること

29
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図3:辞 書検索用の画面(部 分)

により、適切な単語をすばやく選ぶことができます

(図3)。

(6)イ メ ー ジ で 作 成 さ れ たPDF文 書 も翻 訳 で き る

「Acrobat⑪連携 翻 訳 」

 PDFフ ァイ ル の レイ ア ウ トを反 映 しで1、 日本 語

に翻 訳 で き ま す。 文 字 が画 像 デ ー タ と して 扱 わ れ て

い る 場 合 も、 文 字 認 識 して 翻 訳 が 可 能 で す 脅2。RTF

形 式 に 出 力 す れ ば 、 翻 訳 結 果 をMicrosoft⑪Wordで

編 集 で き ます 。

 *1文 書のセ キュ リテ ィ ・作成 方法 によっては翻訳 でき

  ません。また、情報 によっては レイア ウ トや文字の大

  きさなどが変 わる場合 があ ります。

 *2文 書 の作成 方法 に よっては、正 しく翻訳 できない も

  の もあ ります。

3.

対 象 機 種:

CPU:

メモ リ:

デ ィス ク:

対 応OS:

動作環境

PC/AT互 換 機

Pentium⑪ 以 上1CeleronTM以 上 を推 奨

64MB以 上(The翻 訳 必 要 分)

英 日/日 英 双 方 向430MB

Windows⑭98198SE!Me,

WindowsaProfessional, Windows勾XP Home

Edition!Professional(す べ て 日本 語 版)

■ 製 品 情 報URL http:〃hon。yaku.toshiba-sol.co.jp/

Microsoft、 Wndowsは 米 国Microsoft Corporationの 米 国 お よ

び そ の他 の 国 に お け る登 録 商 標 また は 商 標 で す。

Pentium、 Celeronはlntel Corporationの 米 国 お よび そ の 他 の

国 に お け る 登録 商 標 また は 商 標 で す 。

AcrobatはAdobe Systems Incorporated(ア ドビ シ ステ ム ズ社)

の 米 国 お よび そ の 他 の 国 に お け る登 録 商標 ま た は 商 標 で

す 。

The翻 訳 、 The翻 訳 プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル は東 芝 ソ リュー シ ョ

ン株 式会 社 の 商標 で す 。

そ の他 、本 文 に 記 載 の 商 品名 称 は それ ぞれ 各 社 が 商 標 と し

て使 用 して い る場 合 が あ り ます 。



一
翻 訳 の プ ロが 提 唱す るMTとTMを 融 合 した 英 日 ・日英 翻 訳 ソ フ ト

            「LogoVistaX PRO 2005」

                                 ロゴヴィスタ株式会社

1.は じめ に

 本 製 品 は 、高度 な翻 訳 カ ス タマ イ ズ機 能 と豊 富 な

辞 書 を搭 載 した 、プ ロユ ー ス 、オ フ ィス ユ ー スに 最

適 な 英 日 ・日英 翻 訳 ソフ トで す 。業 界 最 高 レベ ル の

精 度 を 誇 る 「LogoVista翻 訳 エ ン ジ ン」 の 最 新版 を

搭 載 し、翻 訳辞 書 に英 日28分 野/日 英23分 野 の 専

門 辞 書 を 含 む 合 計499万 語 を 収 録 して い ま す 。

「LogoVistaX PRO 2005」 で は 、 翻 訳 メ モ リの デ フ

ァ ク トス タ ン ダー ドで あ る 「TRADOS●6.5」 との 連

携機 能 の ほ か 、用 語 辞 書 の 一 括 作 成 ツー ル の 搭 載 な

ど、翻 訳 業 務 の 生 産性 と翻 訳 品 質 の 向 上 に 大 き く貢

献 す る新機 能 を 追加 。 また 、翻 訳 業 務 に 必 須 の 英 和

辞 典 『リー ダー ズ英 和 辞 典 第2版 』(27万 語 収 録)、

業 界 最 高 水 準 の 認 識 率 を 誇 るOCRソ フ ト 『OmCR

Ver.3』 を標 準 搭 載 して い ま す 。

2.rLogoVistaX PRO 2005」 の 主 な特 徴

(1)合 計499万 語 収録 、 業 界 最 高 レベ ル の 翻 訳 精 度

「LogoVista翻 訳 エ ン ジ ン」

言 語 学 の世 界的 権 威 、ハ ー バ ー ド大学 久 野 名 誉 教

授 の 理 論 に 基 づ き 開発 され たハ イ エ ン ド翻 訳 エ ン

ジ ン を搭 載 。 高度 な構 文解 析 ル ー ル の 追加 、翻 訳 辞

書 の 大幅 な 増 強 に よ り、 高1瓢 蹄 結果を実現しまYa

・翻 訳 辞 書:英 日228万 語 、 日英271万 語(英 日28

 分野/日英 お 分一 匠辞書を含む)

・ユ ー ザ辞 書:英 日、 日英 (複数 作 成 可 能)

(2)翻 訳 編 集 の メイ ン ツー ル 「対 訳 翻 訳 」

 多彩 な機 能 を 搭 載 した 「対 訳 翻 訳 」で は 、原 文 と

訳 文 を左 右 に 並 べ て 比 較 しな が ら、「別 訳 語 」 「別 解

釈 」「品 詞 設 定 」 「類 似 事 例 文検 索 」 な どの き め細 か

い編 集 機 能 を利 用 で きま す。 ま た 、rTRanos●6.5」

の翻 訳 メ モ リを 直 接 取 得 す る こ と も可 能 。精 度 の 高

い訳 文 を 導 く こ とが で き るメ イ ン ツ ー ル で す 。

(3)MTとTMの 融 合 「TRADOS●6.5連 携 」

 Wordア ドイ ン に よ る 「TRADDS●6.5」 との連 携 翻

訳 を実 現 しま した。Word上 で の翻 訳 作 業 時 、 TRADOS

翻 訳 メ モ リの利 用 の ほ か に 、メ モ リに該 当 しな い 文

章 を 「対 訳 翻 訳 」 を利 用 して 翻 訳 す る こ とが で き ま

す 。MT(機 械 翻 訳)とTM(翻 訳 メモ リ)の 併 用 に よ

り、翻 沢作業の生圏 生を大きく向上することが可能
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図 一1 Wordア ドイ ンに よるTRADOSと の連 携 翻 訳 画 面
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(4)翻 訳 品質 を ア ソプ す る 「辞 書 カ ス タマ イ ズ機 能 」

 高 品 質 な 翻 訳 に 欠 か せ な い 辞 書 カ ス タ マ イ ズ機

能 を豊 富 に搭 載 して い ま す 。翻 訳 者 の意 図 した 翻 訳

結 果 を導 くた め の 「ユ ー ザ辞 書 一括 作 成 ツー ル 」や

「原 文 ・訳 文置 換 条 件 フ ァイ ル 」、ま た 、「学 習 デ ー

タ」 「文 末判 定 条 件 フ ァイ ル 」 「事 例 文 フ ァイル(翻

訳 メモ リ)」 な ど、高 度 な ツ ール を搭 載 してい ます 。

(5>フ レキ シ ブル な翻 訳 設 定 「翻 訳 ス タイル 」

 翻 訳 す る原 文 に 合 わ せ て 、利 用 す る辞 書 や 原 文 解

析 の 方 法 、訳 文 生 成 な どの環 境 を個 別 に保 存 で き る

「翻 訳 ス タイ ル 」機 能 を搭 載 して い ます 。翻 訳 時 に

は 作 成 した ス タイ ル を 切 り替 え る だ け で 適 切 な 環

境 に設 定 で き ます 。 翻訳スタイルのg理 ツーゴレも緻

(6)オフィス文書を直接翻訳 「肋  .../騎bld連 陶

 PDFやD㏄ 形 式 フ ァ イ ル の レイ ア ウ トを保 持

した ま ま 翻 訳 す る こ と が で き ま す 。Microsoft

Officeの 各 ア プ リケ ー シ ョ ン や 一 太 郎 、 Adobe

AcrobatにPROの 翻 訳 ツー ル バ ー を ア ドイ ン して ダ

イ レク トに翻 訳 可能 で す 。

(7)強 力 な 翻 訳 ツー ル を シー ン別 に使 い 分 け

 さま ざ ま な 翻 訳 シー ン に 応 じて 使 い 分 け が で き

る 、翻 訳 ツー ル と辞 書 ツ ール を搭 載 して い ます 。

・大 量 文 書 の 一 括 翻 訳 に 「フ ァイル 翻 訳 」

・海 外 サ イ トの 翻 訳 に 「ホー ムペ ー ジ翻 訳 」

・メーソレの欝訳に 「クイ ック楓 「タイヒレ グ翻蜘

・ マ ウス タ ッチ で 翻 訳&辞 書 検 索 「ロ ボ ワー ド

  V7 for LogoVista X PRO 2005」(「 研 究 社 新 英

  和 ・和 英 中 辞 典 」 最 新 版 付 属)

・英 文 の 文 例 集 を 搭 載 した 「英 作 文 ス タ ジオ 」

・英 文 レ ターや メ ール の書 式 集 「メ ール の 書 き方 」

・単 位 や 通 貨 の換 算 が 行 な え る 「度 量衡 」

・国 別 祝 日の表 示 が可 能 な 「カ レン ダー 」

・世 界74都 市 の 時刻 表示 が で き る 「世 界時 計」

・英 語 ・日本 語 文 章 を 音 声 出 力 「音 声 読 み 上 げ 」

・各 種 ツー ル の ラ ウン チ ャ 「操 作 パ ネ ル 」

(8)英 和 辞典 とOCRソ フ トを標 準搭 載

 翻 訳編 集 作 業 に欠 か せ な い英 和 辞 典 とOCRソ フ

トを標 準 搭 載 して い ます 。

・プ ロの 翻 訳 者 が 愛 用 す る27万 語 の本 格 電 子辞 典

 『リーダー衡 僻 典 第2版 』Q.ogoVista電 子舌鯛

・業 界 最 高 水 準 の 文 字 認 識 率 を 誇 るOCRソ フ ト

 『OmCR Ver,3』(オ ム ロ ン ソフ トウェ ア社 製)

※ 文字 認 識 結 果 は 「対訳 翻 訳 」 と連 携 翻 訳 が 可能 。

3.製 品 仕 様

(1)価 格

  84,000円(税 込)

(2)動 作 環 境

・対 応OS:Windows XP/Me/98SE/2000 Professional

 日 本 語 版

・必 要CPU:Pentium II 400MHz以 上 のCPU搭 載 機

 種 を 推 奨

・必 要 メ モ リ:64MB(128MB以 上 を 推 奨)

・必 要HD容 量:915MB以 上(フ ル イ ン ス トー ル 時)

※ イ ンス トー1レナるアプ リケ シ ョンに よ り異な ります 、

4.お 問い合わせ先:ロ ゴヴィスタ株式会仕

        サボLト センター

        TEL: 03-5690ト9167

        http://www. logovista co. jp

図 一2 「LogoVistaX PRO 2005」 パ ッ ケ ー ジ
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一
業界最 高クラス154万 語、10分 野の専 門語辞書を標 準搭載した

     中国語翻 訳ソフト「蓬莱V5」 シリーズを発 売

                             株式会社クロスランゲージ

 株 式 会 社 クロスランゲ ー ジ(本 社:東 京 都 新 宿 区 、

代 表 取 締 役 古 賀 勝 夫)は 、中 国語 翻 訳 ソフトとしては

業 界 最 高 クラスの154万 語(*1)の 辞 書 を搭 載 し、業務

用 途 に 対 応 した 翻 訳 精 度 を 実 現 す る 「蓬 莱(ほ うらい)

V5」 シリーズ4製 品 を、全 国 パ ソコンショップな らび に国

内販 売 代 理 店 を通 じて2005年6月10日(金)よ り発 売

いた します 。蓬 莱V5は 、中国 語 → 日本語 、日本 語 →

中 国 語 の双 方 向翻 訳 ソフトです 。

(*1中 日 ・日中 の基 本語 辞 書 お よび 専 門 語 辞 書 の 見

出 し語 の総 数)

 蓬 莱V5は 、翻 訳 作 業 の 中心 とな るインター フェース

「対 訳 エ デ ィタ」を一 新 し、従 来 のバ ー ジョンと比 べ 、大

幅 な操 作性 の 向 上 と、翻 訳 精 度 をアップす る機 能 を搭

載 してい ます 。対 訳 エデ ィタには 、原 文 を翻 訳 しや す い

状 態 に 自動 的 に処 理 す る原 文 前 処理 機 能 、語 のクリッ

クで原 文 の 語 と訳 語 を連 動 表示 す る訳 語 対 応 機 能 、参

照 語 の別 訳 語 を表 示 す る別 訳 語 参 照 ・選 択 に加 え 、選

択 語 の 自動 学 習 機 能 など 、原 文 理 解 の促 進 、翻 訳 精

度 を向 上 す る機 能 が搭 載 され ています 。

 また、蓬 莱V5は 、10分 野(コ ンピュー タ、電 子 電 気 、

機 械 工 学 、化 学 、医 療 医 学 、金 属 、数 学 物 理 、航 空 宇

宙 、海 洋 船 舶 、貿 易)の 専 門 語 辞 書 を標 準 で搭 載 した

ことに より、科 学 技 術 分 野 の 本 格 的 な翻 訳 が 実 行 で き

る、業 務 用 途 で利 用 可能 な唯 一 の 中 国 語 翻 訳 ソフトで

す 。

 ラインナ ップ 商 品 「蓬 莱V5+CROSS OCRJC」 に は、

紙 の情 報 か ら翻 訳 を実 現 可 能 とな る中 国 語 対 応 の 文

字 認 識(OCR)ソ フトrCROSS OCR JC(単 独パ ッケー ジ

標 準 価 格¥13,440)」 が搭 載 され ています 。

◆ インター フェ ー ス を一 新 した 対 訳 エ デ ィタを 搭 載

¥1'1.1

従 来 バ ー ジョンの 上 下 対 訳 表 示 か ら、クロスランゲ ー ジ

の他 の翻 訳 ソフ ト製 品 と同様 の左 右 対 訳 表 示 に 変 更 し

ました。表 示 上 見 や す い だ けで はな く、原 文 の 読 み 込

み 時 に、自動 的 に文 の 区 切 りを判 断 し適 切 な一 文 を抽

出す ることで 、原 文 側 の翻 訳 前 の 修 正 を軽 減 します 。

(従 来 バ ー ジョンで は 、文 区 切 り位 置 が 不 適 切 な 場 合

に、手 修 正 の 必 要 が あ りました。)また 、訳 語 対 応 、別

訳 語 参 照 機 能 な ど 、翻 訳 結 果 の編 集 機 能 の 操 作性 も

向上 し、翻 訳 作 業 の 効 率 が 大幅 に改 善 され ました。

◆基 本 語 辞 書 を改 善 Nl:麗!

翻 訳 のべ 一 スとな る基 本 語 辞 書 を見 直 し、時 事 用 語 を

中心 に中 日30万 語 、日中36万 語 とし、それ ぞ れ3万

語 ず つ 見 出 し語 レベ ル で 辞 書数 を追 加 してい ます 。

◆Officeア ドイン機 能 を強 化 ＼F:/V!'

Microsoft Word, Excelに 加 え、新 たにPowerPointに も

対応 。PowerPointで は 、翻 訳 による文 の 長 さの違 い を

自動 的 に補 正 して レイアウトを保 つ 、レイアウト保 持 機

能を搭 載 してい ます 。

TI #.avesr
.wa..,s.v..

.:,:...{踏

誕

議

蓬莱茜轄」c

碕瞬
璽錘聾 二1舞

◆ お 問 い 合 わ せ 先

株 式 会 社 ク ロ ス ラ ン ゲ ー ジ

営 業 部 TEL O3・5287-7588

E-Mail:info@crosslanguage.co.jp

製 品 情 報URL:www.transer.com
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一

MT(『訳せ!!ゴマ』開発)とHT(翻訳業務)の現場から～見果てぬ夢

エム ティ ラボ株式会社 代表 松尾 昭

自己紹介

 私が機械翻訳 ソフ ト(MT)の開発の世界に足を踏

み入れてか ら20年 にな ります。AAMTの 前身である

JAMTの 創立以来の個人会員として、このジャーナ

ルも全ての記事をかかさず読んでお ります。

 21年 前の1984年 、当時工学系の大学院生だった

私は、優秀な研発者たちが、その貴重な研究時間の

多 くを外国語論文の翻訳に割いているとい う現実

を何とか したいと感 じていました。ある朝、何気な

く手に取った朝 日新聞の1面 トップ記事 「ベンチャ

ー会社が、世界で初めて日英翻訳 ソフ トの製品化に

成功」に目が釘づけにな りました。これからは、高

まる国際化の波と言語の壁を、コンピュータという

道具により乗 り越える時代が来ることを確信 し、そ

の 会社 、ブ ラ ビスイ ン ター ナ シ ョナ ル(株)に 就 職 し

ま した。

 数 年 後 に ブ ラ ビ ス社 が バ ブ ル 崩 壊 と共 に倒 産 し

た 後 、 そ の 資 産 を数 人 の 社 員 で 出 資 して 買 い 取 り、

MT専 門 の 開 発 会 社 、 そ の名 もエ ム テ ィ ラ ボ(株)

を設 立 した の が13年 前 。 そ の後 、エ ー ・アイ ・ソ

フ ト(株)とMT製 品 『訳 せIIゴ マ』 シ リー ズ を共 同

開 発 ・販 売 させ て 頂 き な が ら現 在 に 至 っ て お りま

す 。

 ブ ラ ビス もエ ム テ ィ ラボ も、ス タ ッフ に英 語 や

言 語 の プ ロ(リ ン ギ ス ト)をSE・ プ ロ グ ラマ ー よ り

多 く雇 用 し、MTの 開 発 だ け で な く人 手 に よ る産 業

翻 訳(HT)の 業 務 もや り、 そ の ノ ウハ ウや ス キ ル を

MTに 活 用 し、 「教 科 書 的 な 文 で は な く、活 きた 英 語

の 言 い 回 しを扱 え る 」MTの 開発 を 目標 に して来 た

とい う特 色 が あ りま す 。そ の た め 、特 に 、イ デ ィ オ

ム(言 い 回 し)に 力 を入 れ て 来 ま した 。

 MT・HT両 方 の 現 場 に長 年携 わ っ て 来 た 者 の一 員

と して 、 そ の 現 状 ・課 題 ・展 望 を報 告 い た しま す 。

1.MTと い う夢へ の チ ャ レン ジ ～ 産 み の 苦 しみ

 「外 国語 と母 国語 の問 の翻 訳 を 、人 間 に代 わ りコ

ン ピュ ー タが して くれ る 」

 それ は コン ピュー タ が ま だ 普 及 す る以 前 か らの

数 十 年 来 の 人 類 の夢 の技 術 で す 。 「鳥 の よ うに空 を

飛 び た い」 とい う夢 に向 けて 、ライ ト兄 弟 や そ の 先

駆 者 た ち が 血 の に じむ 努 力 と挫 折 を繰 り返 した よ

うに 、MTの 開 発 は 、 人 間 に と っ て も非 常 に 知 的 で

高度 な 「翻 訳 」 とい う作 業 を 、 「一 般 常識 」 を持 た

ず 「行 間 を読 む 」 こ とが で き な い コ ン ピ ュー タに や

らせ る とい う難 題 に 、日夜 自問 自答 しなが ら、チ ャ

レン ジ して 来 ま した 。開 発 者 の 中 には 、徹 夜 が続 い

て オ フ ィ ス の 洗 面 台 で 一 風 呂浴 び た強 者 も い ま し

た 。

 これ ま で 大 き な プ レー ク ス ル ー が 見 つ か らな い

ま ま、そ れ で も、デ ー タベ ー ス な どの ソ フ トウエ ア

開 発 技 術 や ハ ー ドウエ ア能 力 の 飛 躍 的 向 上 に も助

け られ 、地 道 な辞 書 ・文法 ル ー ル ・例 文 の デ ー タ追

加 と改 良 で 、 「実 用 化 」 とい う名 前 の長 い 山 道 を 一

歩 一 歩 登 って 来 ま した 。振 り返 っ て 下 界 を 見 下 ろ し

て 「い つ の 間 に こ ん な に 高 い と こ ろ ま で 登 っ た の

か 」 と驚 く一 方 、上 を 見上 げ る と頂 上 は 雲海 の 上 で

ま だ全 く見 えな い 、とい う比 喩 で わ か っ て い た だ け

る で しょ うか 。

 ビジネ ス とい う観 点 で も 、何 億 円 とい う膨 大 な 開

発 費 を いか に して 調 達 ・回 収 す るか とい う こ とに ど

のMT開 発 会 社 も頭 を 悩 ませ て 来 た と ころ で し ょ

う。当 初 数 十 万 円 の価 格 で 、一 部 の 方 の み に 買 っ て

頂 い て い たMT製 品 が 、90年 代 後 半 の パ ソ コ ン ・

Windows・ イ ン ター ネ ッ トの 普 及 に伴 い 、 一 気 に1

万 円 ほ どの 低 価 格 に な りま した 。そ れ に よ り、一 般

の お 客 様 に 多 数 お 使 い 頂 く こ とが 可 能 に な っ た 一

方 で 、薄 利 多 売 の 価 格 競 争 と な りま した。
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 現 在 は 、 サ ー バ ー で の 翻 訳 サ ー ビ ス 提 供 や 、MT

を 翻 訳 メ モ リ(TM)と 組 み 合 わ せ た 翻 訳 効 率 化 ツ ー

ル(CAT)な ど の 新 し い ビ ジ ネ ス モ デ ル が 出 て 来 て い

ま す 。

 MTの 歴 史 、 現 状 に つ い て の よ り詳 しい 情 報 は 、

弊 社 サ イ トhttp://www.mtiabs.〔 ・・. IU/iY'811ti・ft.},t

Illを ご参 照 く だ さ い 。

 翻訳者を社内で抱えると固定費が発生する。外

 注の翻訳者に頼ると、その分野の知識を持つ優

 秀な翻訳者が必要なタイ ミングで空いている

 ことが少なく、「翻訳者探 し」に追われる。

 納期が厳 しい場合、翻訳者もコーディネーター

 も徹夜や休 日作業を強いられる。

・ 日本国内の高価な人件費。

蕊 嘉 ・ 一.・ 鳥 ・叢,・.Jni,且 ・議 パ 叢 ・ 嵩 ・

ビ
小一 ム ベ哺 ジ 擾磨 脚

e
メ ー ル 篭 ● 駅

買R.メ ー ル 毫 俸 璃

◎
WadR爾 など豪鱒鰍

ヲ,スで■厳〆欝■障腰

魑
も,と 層 輌 に

rRM;.HPb

           測50鼓

ド 難鑓 ノ'・群 脳鮪

。.7慌

～

【20D4川盈】

11月 額碑書ダウンローF7一 ビス(黙料》公
闘の こ寮内1
「眼せ,1ゴマ」のweeペ ージに、2004犀11月阪の翻

駅用凶「ウンロード跨書壷公聞し窟した。

環境問圏、病敬、ア刈 力穴翫領退攣驚に鱈する用
■喧r莫日覇量鉾書」に遡加しております.

髄しくは戯 壷ご覧ください.

鰍 齪1血D

髭2ヂ,・

4150侵 ・

髄 ζ)&Aレ

〈塞Oメ ニュー壁クリ7クしτ下さいr厨髄話▼」0曹いnar《 に 〉り塞劔

『訳 せ!!ゴ マ 』 「スマ ー トナ ビ」機 能

2.HT現 場の悩み～低価格 と高品質の両立なんて!

 手翻訳の業界も、価格競争とデフレの波にさらさ

れて来ました。多くのお客様が望むのは、安価でし

かも品質は落とさない 「完壁な翻訳」です。

 以前は、ほとんどの翻訳者や翻訳会社が 「MTは

翻訳業務には使 えない」という認識をお持ちでした

が、ここに来て 「何 とかMTかMTの 技術の一部を活

用 して、低価格 と高品質の トレー ドオフとい う問題

を打開したい」とい う声が出て来ました。人手に頼

っていると、以下のような問題を抱えるためです。

・ 翻訳の現場での現在の課題は、専門用語をいか

  に抽出 して用語集 を作るかと、文体の統一だ

3.TMやCATツ ー ル か らMTの 活 用 へ

翻 訳 メ モ リ(TM):頻 繁 にバ ー ジ ョ ンア ップ され る

ソフ トウエ ア のマ ニ ュ アル の よ うな 場 合 に100%一

致 す る 文 が多 けれ ば威 力 を発 揮 しま す が 、数%だ け

違 っ て い る箇 所 が あ る文 に な る とTMが 活 か せ ず 人

手 に頼 る こ とが 多 い の が 問題 で す 。 ま た 、TM製 品

は 、翻 訳 業 界 で しか使 わ な い ソ フ トなの で 、高価 で 、

ま だ ま だ使 い勝 手 が 良 く な い の も悩 み です 。

1M以外の翻訳支援ツール(CAT):例 えば弊社では、

ソフ ト開発メーカーでもあることを最大限に活か

し、翻訳作業の効率化に寄与する、用語や文体のチ

ェックを自動的に行 うツールや文書中の高頻度の

単語 ・連語を専門用語候補 として抽出するツールな

どを開発 しています。

Mrの 活 用:弊 社 の現 状 で は 、 自社 のMT用 専 門 辞

書 デ ー タを利 用 して 、社 内 ツー ル に よる 専 門 用語 の

自動 的 な 辞 書 引 き と、 そ れ に よ る用 語 の 統 一 を行

い 、 品 質 と効 率 の ア ップ に 寄 与 してい ます 。

 MTと 既 存TM製 品 との融 合 や 、 ロー カ ライ ズの よ

うな 特 定 分 野 へ のMTの カ ス タ マイ ズ に よ る 、翻 訳

現 場 へ のMTそ の もの の 実 用 化 の ご提 案 も してお り

が 、 どち ら も人 手 で は限 界 が あ る。

ま す 。開 発 に 必 要 な 予 算 や 時 間 にお 付 き合 い 頂 け る

翻 訳 会社 様 な ど、コ ラボ レー シ ョンパ ー トナ ー と し

て 関 心 が あ る方 が い らっ しゃ い ま した ら、ぜ ひ 御 連

絡 くだ さい。
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4.弊 社 ホ ー ム ペ ー ジ と製 品 ・業 務 の ご 紹 介

 MT・HT等 に 関 す る 情 報 や ご 提 案 を 弊 社 サ イ ト

http://www. mtlabs. co. JP/の 下 の 、 以 下 の ペ ー ジ

に詳 し く記 載 して お ります 。 ど うぞ ご覧 くだ さい 。

「業 務 」 一 「翻 訳 」(trans. htm):翻 訳 業 務(HT)

「業 務 」 一 「ソ フ トウ ェ ア 受 託 開 発 」 一 「言 語

処 理 ツ ー ル 」(software. htm)・ 「辞 書 開 発 ・デ

ー タ 販 売 」(dict . htm):MTの 一 部 の 機 能 や デ

ー タ ご利 用 の ご 提 案

・ 「製 品 一 翻 訳 ソ フ ト」(product . htm):MT製 品

 と 、 関 連 す る ご 提 案

  「『訳 せ!1ゴ マ 』」(yakusegm. htm):PC用 翻 訳

 ソ フ ト(MT)『 訳 せ!!ゴ マ 』 シ リー ズ の ご紹 介
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   弊 社MT開 発 用 辞 書 デ ー タベ ー ス 画 面

  「フ リー ソ フ ト」 一 「IME用 英 和 変 換 辞 書 」

  (imedictm. htm):IME用 無 料 英 和 辞 書

※ 弊 社MT用 の 数 十 万 語 の辞 書 の 、 web上 無料 辞 書

引 きサ ー ビス も近 々開 始 す る予 定 です 。

※ エ ー ・アイ ・ソフ ト(株)ホ ー ムペ ー ジ(http://

www. aisoft.co・JP/)の 『訳 せ!!ゴ マ 』 製 品 紹 介 ペ

ー ジ中 の 「翻 訳 品 質 へ の こ だわ り」 のペ ー ジに も 、

翻 訳 エ ン ジ ンの ベ ー ス に言 語 理 論LFG(語 彙 機 能 文

法)を 使 って い る こ と な ど を記 載 してい ます 。

※http://WWW. mtlabs. co. jp/shinshu/で 、本 社 の

あ る信 州 の ロ コ ミ観 光 情 報 を地 元か ら 、今 の と こ ろ

ボ ラ ンテ ィア で発 信 して お ります 。信 州 へ の ご旅 行

の 情 報 収集 な どに ご活 用 くだ さ い。

翻訳と辞書引きを同時に行 う 「アシス ト翻訳」機能
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辞書引き結果から単語帳を作成する機能

【お 問 い 合 わ せ 先 】

エ ム テ ィ ラ ボ 株 式 会 社

E-mail :info@mtlabs. co. jp

本 社:〒390-0863松 本 市 白 板2-4-14

TEL :0263-38-7161

東 京 事 務 所:〒102-0074東 京 都 千 代 田 区 九 段 南

      3-4-14ナ カ ノ 九 段 南 ビ ル2F

※ 『訳 せIIゴ マ 』 は 、 エ ー ・ア イ ・ソ フ ト株 式 会 社

の 商 標 で す 。
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機械翻訳関連 ソフ トウェア

AAMTイ ン ター ネ ッ トワー キ ン ググ ル ー プ

★ こ のペ ー ジ に掲 載 して い る ソフ トウェ ア はAAMT独 自で 調 査 した 、 日本 国 内 で 販 売 して い るあ るい は ア ジ ア

  言語 を対 象 と して い る翻 訳 ソフ トで す。辞 書 引 きの み の ツー ル 、オ プ シ ョン辞 書 は 原 則 と して 掲 載 して お り

  ませ ん。 また 、 「+OCR」 「+辞 書 」 とい う製 品 も掲 載 してお りませ ん 。

★ ソ フ ト名 称 は 、 原 則 と して プ ラ ッ トフ ォ ー ム/言 語 対/バ ー ジ ョン を省 略 して い ま す 。(例:「AAMT/ej for

  windows V2.0」 と い う製 品 の場 合→ 「AAMT」 と記 載)

★ 英 日/日 英 以 外 の 言 語 に つ い て は 、必 ず し も翻 訳 方 向 を示 してい ませ ん。

★ URLは 、企 業 の トップ ペ ー ジ あ る い は代 表製 品 のURLの 場 合 が あ ります 。

★ 本 ペ ー ジ に記 載 の ソフ トの使 用 、本 ペ ー ジ に記 載 のURLに ア クセ ス した こ とに起 因 す るす べ て の 損 害 をAAMT

  は補 償 い た しませ ん。

★ 本 リス トに掲 載 され て い な い ソフ ト、URLの 変更 な ど ご存 じで した ら、 ご連 絡 い た だ けれ ば 幸 い で す。

                                   順不同(2005年4月5日 現在)

ム   ソ、URL

ソ フ トウ ェア名

量 量五

英 日 日英 その他

OS

W:Windows M:Mac OS

シ ャー プ(htt://www.sha .co°/roducts/hon aku/)

翻 訳 これ 一 本!

専門分野 翻訳これ一本

EJ

E

JE

E

W

W

Zaurus

東 芝 ソ リュー シ ョン(hせ://hon aku.toshiba-sol.CO°

The翻 訳 プ ロ フ ェ ッシ ョナル

The翻 訳 オ フ ィ ス

The翻 訳イ ン ター ネ ッ ト

The翻 訳 メデ ィ カル

The翻 訳 サ ーバ

EJ

E

E

EJ

E

JE

E

E

JE

E

 /

W

W

W

W

W UNIX

日 本 電 気(htt://www.sw.nec.co'/soft/crossroad-ante riso/)

CROSSROAD for Enterprise

英 日翻 訳 ア ダ プ タIICROSSROAD

たび通

英文名文メイキング

PIVOT

BestiLand

EJ

E

E

E

E

沖 電 気 工 巣(h :〃www. akushite.net/index

訳 して ネ ッ ト

会社で訳してネッ ト

EJ

E

JE

E

E

JE

E

E

中韓

中韓タイ独仏西葡伊露

W

W

W

W

Linux

UNIX

la.html)

JE

E

1士 通(h ://softwaro.'itsu.oom/'

ATLAS

ATLAS翻 訳 パ ー ソナ ル

eAccela BizLin o

TransLinGO!

ブ ラザ ー 工 粟(h ://www.brother.co

TransLand

翻訳ブラザーズ

/honyaku/)

E

E

EJ

E

E

JE

E

W

W

W

W

UNIX

'/'/h
on aku/hon aku.html)

EJ

E

JE

E

W

W

M Pocket Fi, PDA

科 学 技 術 振 興 機 構(htt://r.ist o'/ub/ubindex.html)

科学と技術の翻訳パー トナー

ICST日 英 機 械 翻 訳 シ ステ ム

JE

E

W

M

ロ ゴ ヴ ィス タ(htt://www.lo ovista.co'/)

Lo oVista X Proマ ル チ リ ン ガ ル EJ

LoeoVista X Basic +1 EJ

JE

E

仏独伊葡西韓

1言 語追加

W

W
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Lo oVista X Pro

コリャ寿 口!一購 尺ノ荒イリンガンレ

コリャ≡英不口!一鼎 ノレチリンガレレ

コ リャ英 和!一 発 翻 訳 ス クー ル

コ リャ英 和!韓 国語

EtoJ Internet

EtoT Pro

EJ

E

EJ

E

EJ

E

E

E

JE

E

中 日

仏独伊葡西韓

韓日

W

W

W

W

W

M

M

M

ク ロス ラ ン ゲ ー ジ(htt://www.crosslan 8 e・co°/)

PAT‐Transer

PC‐Transer

MED‐Transer

Web‐Transer

Web‐Transer BB

MAC‐Transer

蓬莱

高麗

高 麗 エ コ

JxEURO

EJ

E

EJ

EJ

EJ

EJ

EJ

JE

E

JE

JE

JE

E

JE

英 日韓

EJK

日中

日韓

日韓

仏独伊西葡

W

W

W

W

W

W

W

W

W

M

M

Linux

PATOUS(h  ノ/www. atolis.co°/)

PATOLIS‐Transer EJ E W

丸 善(h ://'8anese.chosun.oom/sito/data/html-dir/2005/01/07/20050107000036.html)

MARUZEN TRANSER E E W

桜 希 芳 氏(htt://home a o1.n'.oom/tr/mouse/)

マウスで翻訳S EJ W

イン パ ル ス ・ジ ャパ ン(htt://www.im ulse-'.net)

MazicalGate E E 英中日韓葡仏伊西独

富 士 通 ラー ニ ン グ メデ ィア(htt://www.flm.'itsu.。om/)

国際契約書システム E W

エ ー ・ア イ ・ソフ ト(htt://ai20u.oom/

訳 せ!!ゴ マPRO

訳 せIIゴ マ ス マ ー ト翻 訳

ウ ェブ ワ ッカ ー

ワンタッチ0〔Rfor Excel&..十 翻訳 ソフ ト

oma/)

EJ

E

E

EJ

JE

JE

JE

W

W

W

W

高 電 社(h ://www.kodensha.i/)

翻 訳 ・E・T

j・Seoul

・北 京

Chinese Writer

翻 訳 ウ ォ ー カ ー'・Seoul

翻 訳 ウ ォ ー カ ー'・ 北 京

翻 訳 ウォ ー カ ーJET

E

EJ

JE

JE

日韓英

日中

日中

日韓

日中

W

W

W

W

Pocket PC

Pocket PC

Pocket PC

日 本IBM(htt://www.ibm.co'/sofヒwaro/intemet/kin )

イ ン ター ネ ッ ト 翻 訳 の 王 様

Websohere Translation Server

EJ

EJ

JE

JE 中韓

W

W

Linux

AIX. UNIX. Linux

IPM(http://www.ipm-c.co,jp/)

孫悟空

Net孫 悟 空

日中

日中

W

W

オ ム ロ ン ソフトウ ェア(h ://www.omronsoft.co°/SP)

楽々中国語

eWnn E

日中 W

W Linux. UNIX

創 育(htt://www.soiku.co°/roduots/h_h i/index。html)

翻訳一番速技 EJ JE w
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ア ス キ ー ソリュー シ ョン ズ(htt://www.asciisolutions.com/roducts/index.htm1)

翻訳の鉄人

翻訳ピカイチ

翻訳ピカイチ エ コ

PocketTranser eco

PC‐Transer

E

EJ

EJ

E

EJ

E

JE

E

E

JE

W

W

W

W

W

M

M

M

M

ソフ トウ エ ア 技 術(htt://www.SOfU i.co'/etrani/o'o.html)

Etran E W

ロジ カル テ ック(htt://www.lo icaltech.co'/LTCatsE e.htm)

CAT'S EYE EJ W

ジ ャス トシ ス テ ム(htヒ://www.ichitaro.com/o tion/transmas2/)

速 攻!翻 訳 マ ス ター EJ JE W

山野敏夫氏(h ://vwvw.tcct.zaq.ne.lp/vamano/index.html)

トラ ちゃ ん EJ エ ス ペ ラ ン ト W

ワー ドバ ンク( ://www.ashiva.ne.ip/rosetta.html)

Rossetastone E E

トリリンガ ル ・ペ クソン(h ://wwwt.odn.ne,ia/"'caa33950/myhomen

ユ リち ゃん EJ JE 日韓 W

テクノウエァ( ://www.bokkoamo.ne'/四two/index.html)

PROiectMT 英露 W M

ソース ネクス ト(h ://www.sourcenaxt.com/)

本格翻訳 E E W

ユニコテック(h ://www.unikotech.com/)

す らす ら翻 訳 東 京 一ソウルLight

す らす ら翻 訳 東 京 一ソウルOffice

日韓

日韓

W

W

シ ー グ ラン ド(htt://www.S98 and・co

Dr. e-printer

゜/ 
roducts/o rintar/index.shtml)

EJ JE W

NanaTach( ://www.nanatach.co,ip/nana1.html)

NanaTech中 国 語 翻 訳 日中 W

デ バ イス ネ ット(htt://www.devicen●t.CO.1/ro/tabi●c.html)

たび通EC EJ JE W

メデ ィア ドラ イブ(htt://8C.mediadrive'/roducts/index.html)

eTvoist EJ W

ホ ロン(h ://www.holonsoft.co.ia/aroducts/study/honyaku/indax.html)

スキ ル ア ップ!ス ーパ ー 翻 訳 E E w

アクセラテクノロジ(h ://www.accelatech.com/products/BVindex.html)

eAccela BizLin¢o EJ JE W

APRO Technolo (http://www.aprotachnology.com/jp/products/ATransKJ/atranslSj.html)

A‐Trans KJ 韓 日 W

テ クノクラフト(htt://www.a2001.com/sho/roboword/new/index dic.html)

ロ ボ ワ ー ド E E W

アイフオー(h ://www.ifour.co,ia/cress/n200591/20050304.html)

ハ ン グルLINGUAL 韓 日 W

キ ヤ ノン販 売(htt://cwob.canon'/color-ir/index.html)

英 日翻訳 サー ビスfor MEAP EJ /E MFP

創 新 ソ7ト (htt ://cssofヒ.oo.kr/'/)

ezTRANS

ezTalky CE

ezTrans Server

日韓

日韓

日韓

W

W

PocketPC

Solaris, Linux

ハ ー ンソフ ト(htt://www.haansoft.com/)

BABEL for Hangul

ア レア ハ ン グル

日韓

日韓

W

W
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ア レア ハ ン グルPLUS! 日韓 W

Worldman Corporation(http://www.worldman.com/)

CyberTrans 日韓英 W

ユ ニ ソフ ト(htt://www.unisoRco.kr/'a an/roduct/

一Transeate

K-Transeate

Trans babel

Web-Mail翻 訳 シ ス テ ム

画像翻訳システム

FAX文 書 翻 訳 シ ステ ム

roducts_trans_server_1.htm)

日韓

日韓

日韓

日韓

日韓

日韓

Bencom Inc.(http://www.smartran.co.kr)

smartran

TransCat CK

eZ Trans

Tran New

EasvMan EK

日韓英

中韓

日韓

英韓

英韓

W

W

W

W

W

Dream C&C(http://www.dreamsell.co.kr/)

E-Trans

一Trans

英韓

日韓

W

W

ClickQ Co.Ltd.(http://www.clickq.com/)

TraNew

EasvMan

英韓

英韓 日

W

W

LNI Soft(http://www.nexosoft.co.kr/soft/productas

EnGuide

HanGuide

?cats=tfl

英韓

英韓

W

W

sysmeta(http://www.sysmeta.com/)

TransWiz 日韓 W

(DENT(  ノ/www.●-ident.nat/htm show.html)

韓 国 語HTML Translator

韓国ネット旅の友

日韓

日韓

W

W

南 山 丘 情 報 セ ン ター(h ://www.d rknta.com/business/trd/nanzank u.html)

朝一日機械翻訳プログラム

英一朝機械翻訳プログラム

日韓

英韓

W

W

金 山 軟 件(htt://www.iciba.net/)

金山夫訳 E E 日中英 W

大 連 創 造 電 子 有 隈 公 司(htt://www.create-dl.com/Chan in.htm)

孫悟空 日中 W

信 息 産 粟 部 計 算 机 与 微 電 子 発 展 研 究 中 心(h ://www.ciita.or.cn/)

Huan Yu Tong

Huan Yu Ton¢  Professional

中英

中英

桑 夏 科 技 発 展 有 隈 公 司(htt://www.sunshine-ou.com/index.htm)

桑夏訳王

桑夏視訳通

英中

英日中

W

W

訳 星(h ://www.transtar.com.cn/)

訳星個人版

訳星企業版

訳星中日版

英 日中

英日中

日中

W

W

W

計 算 机 与 微 電 子 発 展 研 究 中 心(htt://www.chinatranslate.net/it/X300.19.htm)

迫環宇通

課路通

英中

英中

W

W

華 建 集 団(htt://www.°ok.com/newnew/roducts/roduct3.4.htm)

華建翻訳 英中 W
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英 資 送(上 海)軟 件 科 技 有 限 公 司(htt://www.dro e.com.cn/roduct/dr 4.61/intr。,htm)

Dr.ee訳 典 通 英中 Pocket PC

訳竜情報技術(h ://www.hostran.com.tw/)

網 際 パ ス ポー ト 中英 日韓 W

欧 泰 科 技(htt://www.otok.com.tw/)

TransPen

課経威力

訳経

秘書拍梢

英中日

英中日

英中日

英中日

W

W

W

専用機

Axel Blume(http://www.systransoRcom/index.html)

SYSTRAN Professional

SYSTRAN Personal

SYSTRAN WebTranslator

SYSTRAN Office Translator

英仏西独伊葡蘭露日韓中

英仏西独伊葡蘭露 日韓中

英仏西独伊葡蘭露日韓中

英仏西独伊葡蘭露日韓中

W

W

W

W

ATA Softwaro Technolo (h ://www.atasofkcom/)

olden Al-Wafi R Arabic

Al-Wafi

A1-Mutar iim  Al-Arabe

英アラビア

英アラビア

英アラビア

W

W

W

ArabNet Technolo ( ://www.gv.com/www/ww1/ww2/atabuothtm)

ArabTrans 英アラビア w

Transparent Language(http://www.trensparent.com)

Easv Translator E E EFGIP W

World Language Resources(h ://www.worldlanguaee.com)

Korean Svbo Trans  English 英韓

Civasoft Corporation ://www.civasoft.com/aroducts.htm)

CivaTran 英アラビ兄 ダリ語 パシュト語 母晒 語

Pacific Software Publishing, lnc.(h ://www. s inc。oom/htm/°n/欄ls-ro。htm)

Translation Aide E E W

ComCul Intemetional(h ://www.comcul.com/denchan/index-j.html)

友達 電ちゃん EJ W

VirtuelWare Technologies(h ://www.allvirtualwaro.com)

LoeoMedia Translate

PARS

英仏独伊西露 日中韓葡

英露 ウクライナ

W

W
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協 会 活 動 報 告

(2004年9月 ～2005年3月)

理事会 05年3月 18日 ①05年 度事業計画案

③理事交替の件

②05年 度収支予算案

④その他

運営委員会 04年12月16日

05年1月28日

"3月4日

①MTサ ミッ ト準備状況報国 ②予算状況

③その他

①MTサ ミッ ト関連討議   ②委員会状況報告

③その他

①サ ミッ ト関連   ②2005年 度事業計画について

③2005年 収支予算 について ④そ の他

技術動向調査委員会 04年9月7日

,, 10
.月 14日

"11月30日

05年2月3日

①BLEU、 NISTの 自動機械翻訳評価 について

② 「異文化 コラボ レー ション」 シンポジウム(11127)

③サ ミッ ト関連・論文投稿について ④ その他

①研究報告 について

②BLEU関 連研究報告について

③サ ミッ ト関連 会場 ・CFP作 成など

④JTF翻 訳祭 に関 して   ⑤その他

①BLEU関 連研究報告について(各 委員)

②サ ミッ ト関連・CFPの 配布 について

③サ ミッ ト関連・会場 ・CFP作 成など

④その他

①BLEU関 連研究報告

②サ ミッ ト投稿論文 について ③その他

市場動向調査委員会 04年9月17日

曾' 10月 15日

,1 11
、月 19日

" 12月10日

①JTF翻 訳祭での翻訳者 向けアンケー トの実施

②MT講 演会の企画 と講師の候補について

③翻訳 ソフ トの比較 ・調査

①翻訳 ソフ トの比較 ・調査について

②次回MTセ ミナー講師の招聰について

③サ ミッ ト関連・会場 ・CFP作 成な ど

④JTF翻 訳祭(1017)報 告   ⑤その他

①講演会 「SATILAと は」講師 山本 ゆ うじ氏

①11119講 演会(山 本 ゆ うじ氏)に ついて

②ユーザー向けアンケー ト調査について

③翻訳 ソフ トの評価について
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05年1月21日

"2月18日

"3月22日

④サ ミッ ト関連 ・CFPの 配布 について

⑤その他

①ユーザー向けア ンケー ト詳細討議(実 施期間、

 翻訳 ソフ トプ レゼン トについて)

②翻訳 ソフ トの評価 について

③ベ ンダー調査について

④その他

①ユーザー向けア ンケー ト調査結果報告

②ベ ンダー向けア ンケー ト調査実施について

③翻訳 ソフ トの評価 について

④翻訳文 の評価方法

⑤サ ミッ ト関連      ⑥その他

①ベ ンダー向けアンケー ト送付について

②翻訳 ソフ トの評価 について

③サ ミッ ト関連      ④その他

ネ ッ トワーク翻訳研究会 (AAM'r/Japio特 許 翻 訳研 究会)

04年9月22日

" 10月28日

" 12月15日

05年1月19日

"2月17日

"3月25日

①新メンバーの ご紹介

②Japio研 究用デー タについて(討 議)

③本年度の研究計画について(討 議)

④事務局関連(今 年度の活動方針関連)

⑤その他

①本年度の研究計画について(討 議)

②次回の開催について   ③ その他

①MT Summit X関 連

②本年度の研 究計画について(討 議)

③欧州訪問にっいて(討 議) ④ その他

①個 々の研究報告について

②MT評 価用標準データの作成 について

③欧州訪 問について    ④その他

①個々の研究報告について

②MT評 価用標準データの作成 について

③欧州訪問について

④平成16年 度報告書作成 について

⑤その他

①欧州出張全般

②平成16年 度報告書作成 について

③Japio機 械翻訳結果サンプルについて

④MT Summit X関 連(特 許翻訳のWS関 連)
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インターネ ッ トWG O4年9月7日

魍 05年2月3日

サ ミッ ト実行委員会 04年10月13日

" 12月13日

05年2月4日

①MLに ついて ②MTリ ス トリンク先について

③海外ページについて

④IWGメ ンバー補充について ⑤その他

①前号反省 ②次号(37号)企 画 ③その他

①委員長挨拶、委員自己紹介 ②体制の確認

③実行委員会メンバーの確定 ④担務と担当者の確定

⑤会長、 レジス トレーション ⑥予算

⑦プルグラム  ⑧協力、協賛団体の確定

⑨その他

①会場紹介   ②各委員会委員委嘱状況

③CFP    ④予算

⑤展示    ⑥協力 ・協賛

⑦チュー トリアル     ⑧プログラム構成

⑨準備計画表の確認     ⑩その他

①開催地について     ②プログラムについて

③展示について       ④CFP

⑤協力 ・協賛        ⑥各委員会委員委嘱状況

⑦その他一
AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

独立行政法人情報通信研究機構 井佐原 均

 本号の辻井会長の巻頭言にもありますように、今年の9月 に第10回 機械翻訳サ ミッ トがタイ王国プーケット島にて

開催されます。津波の被害などを気にされる方もいらっしゃるかと存 じますが、私自身が津波の後に実際に現地を訪問

し、会場のホテルや近隣地区の状況調査をしております。会場のホテルは海岸から少 し高くなった位置にあり、また、

バンケットで使 うレス トランのあるプーケットタウンは内陸にあ りますので、まった くと言って良いほど、津波の影響

は見られません。もちろん、同じ島の中で多くの人命が失われたことは事実であり、厳粛に受け止めるべきことであ り

ますが、国際会議などの盛況が、現地の復興への一助となることも踏まえて、皆様の積極的なご参加をお願いいた しま

す。AAMTジ ャーナルもサ ミットに向けて、特集号の発行などを検討 してお ります。

 また、巻頭言や、調査報告 「第21回 日本国際賞受賞記念講演会参加報告」でも述べられてお りますように、本協会

の初代会長の長尾真先生が、自然言語処理と画像処理に関する成果により、日本国際賞を受賞されました。機械翻訳に

関わるものとして、非常に心強く感 じる受賞で した。今後さらに機械翻訳システムが、グローバルなコミュニケーショ

ンのツール として、人々の幸福の増大を支援 していくように、ユーザ、ベンダー、研究者が力を合わせて進めていきた

いものと思います。

 では、皆様、プーケッ トでお会いしましょう。
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URL:http://www.tcllab.org/Pages/mtsummit.html

MT Summit x開 催 の ご案 内

隔年で開催される機械翻訳に関する国際会議(MT Summit)は 、今回で10回 目を迎えます。

第10回 機械翻訳国際会議(MT Summit X)は 、今年9月12日 から16日までAAMT主 催でタイのプーケット島

で開催されます。

MTSummit xは 、機械翻訳分野の研究者・開発者・ユーザ等の幅広い関係者を対象としており、主要な学術、

民間、政府機関等による最新研究発表やデモンストレーションが予定されています。

サミットの本会議では、研究論文発表、ユーザレポート、招待講演、パネル討論等が用意されており、本会議

前後の拡張プログラムとして、チュートリアル、ワークショップ、デモセッション等が行なわれます。

このように機械翻訳に関わる幅広い層の参加者が一堂に会することにより、言語障壁やデジタルディバイドを

克服するための議論が活発に行われるものと期待しております。

皆様からの多数のご参加をお待ち申しあげております。

【日 程 】2005年9月12日(月)～16日(金)

    (9/12チ ュー トリアル,9/13～9/15本 会議,9/12&9/16ワ ー ク シ ョップ)

【会 場 】 「ヒ ル ト ン プ ー ケ ッ ト ア ル カ デ ィ ア リ ゾ ー ト&ス パ 」

     Hilton Phuket Arcad i a Resort & Spa

     333 Patak Road, Karon Beach, Phuket, Tha i l and

     TEL: +66-76-396-433  FAX: +66-76-396-136

     URL:http://www. phuketarcad i a. h i l ton. com

【登録料 】 (登録 日)   (登録 日)
-r 8/31/2005    9/1/2005^一
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lAMTニlnternati。nal Associati。n for Machine Translation(国 際 機 械 翻 訳 協 会)

AAMTニAsia-Pacific Association f。r Machine Translation(ア ジ ア 太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会)

AMTA=Association for Machine Translation in the Americas(ア メリ力 機 械 翻 訳 協 会)

EAMT=Eur。pean Association f。r Machine Translati。n(ヨ ー ロ ッパ 機 械 翻 訳 協 会)

ご登 録及び詳細 は、下記ホームページをご参照 ください。

http://www.tcllab.org/Pages/mtsummit.html
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【主 催】アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)

組 織 委 員 会 名 誉 委 員 長:

 長 尾 眞  独 立 行 政 法 人 情 報 通 信 研 究 機 構 理 事 長 (AAMT元 会 長)

組 織 委 員 会/実 行 委 員 会:

 委 員 長: 辻 井 潤 一 東 京 大 学 大 学 院 教 授 (AAM会 長,IAMT会 長)

プ ロ グラ ム 委 員 会:

 委 員 長: 井 佐 原 均 独 立 行 政 法 人 情 報 通 信 研 究 機 構 自然 言 語 グル ー プ リー ダ ー(AAMT理 事)

 副 委 員 長: Bente Maegaard, Professo「, Center for Sprogteknologi Univ, of Copenhagen, Den-

      mark Laurie Gerber, Director, Language Weaver, Inc., U.S.A.

現 地 委 員 会:

 委 員 長: Virach Sornlertlamvanich, Director, Thai Computationar Linguistics Laboratory(TCL)

       (タイ 自然 言 語 ラ ボ ラ トリー デ ィ レ ク ター/AAMT理 事)

支 援 委 員 会:

 委 員 長: 大 堀 満 洋 沖 電気 工業(株)政 策 調 査 部 情 報 経 済 部 長 (AAMT運 営委 員 会 委 員 長)

展 示 担 当: 大堀 満 洋 沖 電気 工業(株)政 策 調 査 部 情 報 経 済 部 長 (    'l l'    )

      村 田 稔樹 沖 電気 工業(株)研 究 開 発 本 部 ユビ キタスシステムラtラトリ チームリーダ

      松 井 くに お(株)富 士 通 研 究 所 lTメ デ ィア 研 究 所 知 能 シス テ ム 研 究 部 部 長

ワークショップ:  黒橋 禎夫 東 京 大 学 大 学 院 助 教 授

      隅田 英 一郎 (株)国 際 電 気 通信 基 礎 技術 研 究所(ATR)自 然 言 語 処理 研 究 室 主 幹研 究 員

(順不同)

【後援(予 定)】

経済産業省(METI)

総務省(MIC)

【協力(予 定)】

独立行政法人情報通信研究機構(NICT)

財団法人国際情報化協力センター(CICC)

社団法人電子情報技術産業協会(JEITA)

独立行政法人新工ネルギー ・産業技術総合開発機構(NEDO)

【協賛(予 定)】

タ イ 国 立 電 子 コ ン ピ ュ ー タ ー 技 術 セ ン タ ー (NECTEC),タ イ 自 然 言 語 ラ ボ ラ ト リ ー(TCL)

タ イ 国 立 科 学 技 術 開 発 庁(NSTDA),ア ジ ア 自 然 ≡ 語 処 理 学 会 連 合(AFNLP)

Association of Computational Linguistics and Chinese Language Processing(ACLCLP)

 Natural Language Processing Association India(NLPAI)

SIG on Korean Language Technology Association of KISS

 (Korean Information Science Society)

Australian Language Technology Association(ALTA)

財団法人日本特許情報機構(Japio)

独立行政法人産業技術総合研究所(AIST)

財団法人日本情報処理開発協会(JIPDEC)

社団法人情報処理学会(IPSの

社団法人人工知能学会(JSA1)

日本認知学会(JCSS)

社団法人日本翻訳連盟(JTF)

独立行政法人情報処理推進機構(IPA>

社団法人日本翻訳協会(JTA)

社団法人電子情報通信学会(IEICE)

テクニカルコミュニケーター協会(TC)

自然言語処理学会(NLP)

駐11晦 鞭 。
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【お 問 合 せ 】

ア ジ ア 太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会 AAMT事 膀 局

〒101・0062  東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台3-11

         三 井 住 友 海 上 別 館 ビ ル3F

TEL:03-3518-6418    FAX:03-3518-6472

URL:http://aamt.info   Email:aamt@aamt.info

MT Summit X Homepage:

http://www.tcllab.org/Pages/mtsummit.htmI
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